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蒙
求
和
歌

成

主L

と
伝
流

のー
そ
の
諸
伝
本
を
め
ぐ

ザ〉

て

池

利

夫

田

源
光
行
が
蒙
求
和
歌
を
撰
述
す
る
に
当
っ
て
、
和
歌
に
中
心
を
置
い
た
の
か
、
或
い
は
蒙
求
諸
話
の
紹
介
に
重
点
を
置
い
た
の
か
は
、
そ
の
序
、
政
文
な
ど

を
読
ん
だ
だ
け
で
は
簡
単
に
決
し
え
な
い
。
孝
範
の
駿
文
に
よ
る
と
、

光
行
は
こ
の
「
李
帯
蒙
求
」
を
翻
訳
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
「
李
幡
百
廿
詠
」
と
「
白

居
易
新
楽
府
」
を
も
和
文
に
改
め
、
歌
を
詠
じ
た
と
い
う
。
百
詠
和
歌
に
は
伝
本
も
幾
つ
か
あ
り
、
続
群
書
類
従
に
も
、
蒙
求
和
歌
と
な
ら
ん
で
収
め
ら
れ
て

い
る
が
、
そ
の
孝
範
や
光
行
自
身
の
駿
文
が
蒙
求
和
歌
と
全
く
同
一
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
成
立
に
関
し
て
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。
後
述
す
る
よ
う

に
、
こ
れ
ら
は
三
部
作
と
し
て
制
作
さ
れ
た
ら
し
い
が
、
こ
の
内
、
新
楽
府
を
和
文
に
し
た
作
品
だ
け
が
今
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、
蒙
求
和
歌
な
ど

の
孝
範
の
欧
文
に
よ
る
と
、
「
斯
中
於
楽
府
者
、重
量
周
詩
、
所
副
和
謂
也
」
と
あ
る
か
ら
、
白
居
易
の
新
楽
府
に
材
を
採
り
、
詩
と
歌
を
併
せ
作
っ
て
交
互

に
並
べ
た
体
裁
を
持
っ
て
い
た
も
の
と
察
せ
ら
れ
る
。
漢
故
事
和
歌
集
に
も
蒙
求
和
歌
所
収
の
歌
と
と
も
に
載
せ
ら
れ
、
新
勅
撰
集
雑
一
、
夫
木
抄
巻
三
十
五

に
見
え
る
光
行
の
歌
、
「
閉
ぢ
は
つ
る
松
の
戸
ぼ
そ
の
光
と
て
た
の
む
も
か
な
し
菊
の
上
の
露
」
は
、
新
勅
撰
の
詞
書
に
よ
る
と
「
楽
府
を
題
に
て
歌
よ
み
侍

註
1

り
け
る
に
陵
園
妾
の
心
を
」
と
あ
る
の
で
、
或
い
は
こ
の
集
か
ら
採
ら
れ
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
川
口
久
雄
氏
は
、
本
朝
書
籍
目
録
に
見
え
る
「
楽
府
和
歌



二
巻
」
が
光
行
の
も
の
を
き
す
か
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

次
に
百
詠
和
歌
を
、
続
類
従
本
を
は
じ
め
と
す
る
通
行
の
本
で
見
る
と
、
題
と
歌
が
ま
ず
あ
り
、
注
の
説
話
は
、
そ
れ
が
い
か
に
も
注
で
あ
る
か
の
よ
う

に
、
ど
の
伝
本
も
文
字
を
一
段
と
下
げ
て
書
き
写
さ
れ
て
い
る
。
百
詠
和
歌
に
就
い
て
は
稿
を
改
め
て
説
く
け
れ
ど
も
、
こ
の
こ
と
は
歌
が
い
か
に
も
中
心
で

あ
る
こ
と
を
顕
わ
に
し
て
い
る
し
、
単
に
書
写
の
形
式
ば
か
り
で
な
く
、
注
の
内
容
が
、
時
に
ま
と
ま
っ
た
説
話
に
な
っ
て
い
る
と
き
も
あ
る
に
は
あ
る
が
、

や
は
り
注
と
し
て
こ
そ
ふ
さ
わ
し
い
上
に
、
文
体
も
簡
素
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
蒙
求
和
歌
と
い
う
題
名
と
、

こ
れ
と
同
列
の
作
品
で
あ
る
百
詠
和
歌
の
体
裁
か
ら
察
す
る
と
、
蒙
求
和
歌
も
歌
集
の
一
つ
で
あ
り
、こ
こ
で
語

ら
れ
る
説
話
も
、
所
詮
一
つ
の
注
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
と
言
え
る
の
で
は
あ
る
が
、
典
拠
で
あ
る
蒙
求
自
体
が
既
に
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、一
つ
一
つ
の
説
話

に
対
す
る
作
者
の
興
味
が
、
い
か
に
も
津
々
と
し
て
い
て
、
歌
は
あ
た
か
も
添
え
も
の
の
よ
う
に
さ
え
見
え
る
の
で
あ
る
。
形
態
か
ら
見
る
と
、
蒙
求
和
歌

は
、
ま
ず
原
作
の
標
題
蒙
求
本
文
が
示
さ
れ
、
次
に
説
話
が
語
ら
れ
、
最
後
に
歌
が
よ
ま
れ
る
、
と
い
う
の
が
普
通
で
あ
り
、
ど
の
伝
本
も
百
詠
和
歌
と
は
逆

に
、
歌
と
本
文
（
注
）
が
同
じ
高
さ
に
写
さ
れ
て
い
る
か
、
歌
が
一
二
字
下
げ
て
書
か
れ
て
い
る
か
し
て
い
る
の
を
見
て
も
、
重
点
の
置
き
所
に
、
お
の
ず
か- 39 -

ら
相
異
が
あ
る
よ
う
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。
尤
も
、
中
に
は
、
内
閣
文
庫
蔵
乙
本
の
よ
う
に
、
標
題
と
歌
だ
け
の
伝
本
も
あ
る
し
、
東
大
国
語
研
究
室
蔵
本
の

よ
う
に
、
標
題
に
次
い
で
、
本
文
の
冒
頭
に
そ
れ
ぞ
れ
歌
を
置
い
て
い
る
伝
本
も
な
い
で
は
な
い
が
、
こ
れ
ら
が
本
来
の
姿
で
あ
る
か
ど
う
か
は
甚
だ
疑
わ
し

い
の
で
あ
る
。

ま
た
、
蒙
求
和
歌
は
、
説
話
が
あ
り
歌
が
あ
り
、
と
い
う
作
品
で
は
あ
る
が
、
所
謂
歌
物
語
で
は
な
い
。
そ
こ
が
、
同
じ
中
国
説
話
の
翻
訳
集
で
あ
っ
て
も

唐
物
語
と
は
根
本
的
に
異
な
る
の
で
あ
る
。
歌
を
中
心
に
成
長
し
た
か
ど
う
か
、
と
い
う
よ
う
な
発
生
的
な
問
題
で
は
な
く
、
唐
物
語
で
は
説
話
の
登
場
人
物

が
歌
を
読
み
、
或
い
は
相
手
と
唱
和
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
蒙
求
和
歌
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
話
全
体
か
或
い
は
一
部
の
印
象
を
、
ま
た
、
登
場
人

物
の
心
を
推
し
量
っ
て
、
あ
く
ま
で
も
源
光
行
が
詠
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
標
題
と
歌
だ
け
で
も
蒙
求
和
歌
は
集
を
な
し
う
る
し
、
逆
に
歌
を
全
部
除
い
て
し

ま
っ
て
も
、
説
話
集
と
し
て
見
る
限
り
で
は
、

一
向
差
支
え
が
な
い
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
形
態
上
歌
が
話
の
官
頭
に
こ
よ
う
が
末
尾
に
こ
よ
う
が
、
そ
こ
に
体

裁
以
上
の
質
的
な
変
化
は
起
ら
な
い
の
で
あ
る
。



も
と
よ
り
、
歌
は
作
者
が
精
魂
を
傾
け
た
作
品
で
あ
ろ
う
。
蒙
求
和
歌
諸
伝
本
の
間
で
は
、
説
話
の
種
類
や
数
に
か
な
り
の
異
同
が
あ
り
、
共
通
す
る
殆
ん

ど
の
説
話
の
間
で
も
往
々
本
文
の
相
違
が
見
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
特
に
注
目
す
べ
き
は
、
そ
こ
に
詠
ま
れ
て
い
る
歌
に
屡
と
別
の
歌
が
は
め
こ
ま
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
早
く
に
気
づ
か
れ
て
、
歌
を
二
つ
ず
つ
掲
げ
る
伝
本
も
少
く
と
も
室
町
時
代
に
は
あ
ら
わ
れ
て
い
る
し
、
別
系
統
の
本
の
歌
を
「
イ
」

と
し
て
注
記
し
て
い
る
本
も
幾
っ
か
見
ら
れ
る
。
続
類
従
本
に
し
て
も
、
説
話
の
方
で
は
校
異
を
殆
ん
ど
あ
げ
て
い
な
い
の
に
、
歌
だ
け
は
、
「
旧
本
」
の
も

の
と
し
て
、
底
本
の
歌
と
並
べ
て
二
首
あ
げ
た
り
、
校
異
を
示
し
た
り
し
て
い
る
。
歌
物
語
形
式
の
枠
内
の
歌
で
は
な
い
か
ら
、
歌
の
詞
や
発
想
が
た
と
え
異

な
っ
て
い
て
も
、
そ
の
た
め
に
説
話
の
受
取
り
方
ま
で
が
変
化
を
及
ぼ
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
本
文
へ
は
直
接
の
影
響
が
な
い
と
は
言
え
、
こ

れ
ら
の
相
異
は
頗
る
注
目
す
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
、
夙
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
処
で
も
あ
る
。

註
2
2
3

野
村
八
良
、
川
瀬
一
一
局
ら
諸
氏
の
意
見
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
即
ち
、
蒙
求
和
歌
の
伝
本
間
に
相
当
な
異
同
が
あ
る
の
は
、
作
者
源
光
行
が
改
編
し
て
い

っ
た
結
果
に
よ
る
の
で
は
な
い
か
と
見
る
の
で
あ
る
。
特
に
川
瀬
氏
は
、
こ
の
作
品
に
書
誌
的
な
系
統
分
類
を
加
え
ら
れ
、一を
初
稿
本
、
二
を
精
撰
本
、
他

- 40 ー

を
両
者
の
混
合
本
と
さ
れ
て
い
る
。
歌
に
大
幅
な
改
変
改
作
を
施
す
の
は
、

先
覚
の
穏
当
な
推
定
を
手
が
か
り
に
、
各
伝
本
間
の
異
同
な
ど
を
通
じ
て
、
幾
分
細
か
な
吟
味
を
加
え
て
お
き
た
い
。

一
般
に
作
者
以
外
で
は
憎
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
ら

註
4

管
見
に
入
っ
た
二
十
余
の
各
諸
伝
本
の
書
誌
的
な
報
告
や
系
統
分
類
に
関
し
て
は
、
紙
幅
の
都
合
で
別
稿
を
立
て
て
述
べ
た
が
、
川
瀬
氏
の
分
類
に
準
拠
し

一
類
本
（
所
謂
初
稿
本
）
、
二
類
本
（
向
精
撰
本
）
と
、
そ
れ
に
両
類
の
混
合
本
を
仮
に
三
類
本
、
と
呼
ん
で
、
三
群
に
分
け
て
考
え
を
進
め
て
み
よ
う

o

そ
し
て
こ
の
稿
で
は
、
具
体
的
な
比
較
を
試
み
る
上
か
ら
、
伝
本
間
の
細
か
な
異
同
は
別
に
し
て
、

て
、

一
類
本
に
、
内
閣
文
庫
蔵
甲
本
（
林
氏
旧
蔵
本
。
以
下
た

だ
「
内
閣
本
」
と
略
称
す
る
）
、
二
類
本
に
国
会
図
書
館
蔵
甲
本
（
伝
慈
鎮
筆
本
。
以
下
た
だ
「
国
会
本
」
と
略
称
す
る
）
、

類
本
に
山
岸
徳
平
博
士
蔵
本

（
以
下
、
た
だ
「
山
岸
本
」
と
略
称
す
る
）
を
取
り
上
げ
、
蒙
求
和
歌
の
成
立
と
伝
流
に
関
す
る
幾
つ
か
の
間
題
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。



ま
ず
全
体
の
構
成
を
見
ょ
う
。
こ
れ
は
い
ず
れ
も
同
一
で
、
十
四
巻
か
ら
成
り
、
春
、
夏
、
秋
、
冬
、
恋
、
祝
、
属
旅
、
閑
居
、
懐
旧
、
述
懐
、
哀
傷
、
管

絃
、
酒
、
雑
の
十
四
部
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
大
雑
把
に
三
本
の
段
数
と
歌
数
を
次
に
示
そ
う
。

内
閣
本

二
二
二
段

二
O
一
首

国
会
本

二
五
一
段

二
四
一
首

山
岸
本

二
五
O
段

三
O
O
首

内
閣
本
と
国
会
本
で
は
一
段
に
二
首
の
歌
が
あ
る
こ
と
は
な
い
か
ら
、
内
閣
本
で
十
二
段
、
国
会
本
で
は
十
段
が
歌
を
欠
く
こ
と
に
な
り
、
章
段
数
よ
り
歌

数
が
多
い
山
岸
本
で
は
四
段
に
歌
が
な
い
の
で
、
逆
に
五
十
五
段
が
歌
を
二
首
ず
つ
収
め
て
い
る
勘
定
に
な
る
。
ま
た
内
閣
本
の
段
数
が
著
し
く
少
い
の
は
、

雑
部
で
大
量
に
（
十
九
段
）
減
少
し
て
い
る
か
ら
で
も
あ
る
が
、
目
録
に
標
題
の
み
が
あ
っ
て
、
そ
の
実
全
く
語
ら
れ
て
い
な
い
段
も
か
な
り
（
十
九
段
）
多

い
事
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
内
閣
本
ば
か
り
で
は
な
い
。
同
じ
系
統
の
本
文
を
持
つ
東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
本
や
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
甲
本
（
小

林
百
枝
手
校
本
）
、
書
陵
部
蔵
甲
本
な
ど
の
す
べ
て
が
全
く
一
致
し
て
目
録
の
み
に
標
題
を
と
ど
め
る
段
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
松
平
文
庫
蔵
本
で
本
文
- 41 -

中
に
標
題
の
み
記
し
て
本
文
を
空
白
に
し
て
い
る
の
は
こ
の
後
補
と
見
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
本
文
の
単
な
る
写
し
落
し
と
考
え
る
に
は
い
さ
さ
か
多
き
に
過
ぎ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
内
閣
本
を
初
稿
本
と
考
え
る
限
り
で
は
、
こ
れ
ら
を
減
少
と
呼
ぶ
の
は
厳
密
に
は
適
当
で
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
目
録
に
の
み

名
を
と
ど
め
る
章
段
な
ど
を
含
め
て
比
べ
る
上
で
も
、
ま
た
、
二
類
本
が
続
類
従
本
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
上
で
も
実
際
に
都
合
が
良
く
、
今
は
成
立
の
問

題
を
深
く
か
ら
め
な
い
で
、
た
だ
便
宜
上
そ
う
呼
ん
で
、
左
に
、
国
会
本
を
も
と
に
し
た
内
閣
本
の

H

減
少
H
を
表
示
し
て
み
よ
う
。

第

巻

春

部

異
同
な
し

第
二
巻

夏

部

異
同
な
し

第
三
巻

秋

部

「
五
鹿
撮
獄
」
を
欠
き
、
代
り
に
「
鳴
鶴
日
下

士
龍
雲
間
（
一
段
）
」
が
あ
る
。
ま
た
「
秦
彦
警
鞍
」
は
目
録
の
み
で
実
際
は

欠
く
。
（
一
段
減
少
）

第
四
巻

冬

部

「
鐘
離
委
珠
」
を
欠
き
、
そ
こ
に
「
斉
后
破
環L
が
あ
る
。
「
虞
延
魁
期
」
も
欠
く
。
「
王
覇
氷
合
」
「
羅
含
呑
鳥
」
「
羊
続
懸
魚
」



第
五
巻

第
六
巻

第
七
巻

第
八
巻

第
九
巻

第
十
巻

第
十
一
巻

第
十
二
巻

第
十
三
巻

第
十
四
巻

恋 「
陰
方
組
竃
」
は
目
録
の
み
で
欠
く
。
（
五
段
減
少
）

代
り
に
「
漏
媛
当
熊
」
が
あ
り
、
「
斉
后
破
環
」
を
欠
い
て
（
冬
部
へ
）
、
代
り
に
「
大

部

目
録
で
は
「
大
真
玉
台
」
を
欠
い
て

初
日
月
」
が
あ
る
が
、
実
際
は
共
に
欠
く
。
「
衛
后
髪
髪
」
は
目
録
の
み
で
欠
く
。
（
三
段
減
少
）

部

「
子
公
高
門
」
「
曹
参
趣
装
」
「
黄
覇
政
殊
」
は
目
録
の
み
で
欠
く
。
（
三
段
減
少
）

「
郭
文
遊
山
」
「
郁
廉
留
銭
」
は
目
録
の
み
で
欠
く
。
（
二
段
減
少
）

「
於
陵
辞
聴
」
「
仲
連
踊
海
」
「
楊
雄
草
玄
」
は
目
録
の
み
で
欠
く
。
（
三
段
減
少
）

「
貌
儲
南
舘
」
「
何
武
去
思
」
は
目
録
の
み
で
欠
く
。
（
二
段
減
少
）

「
五
倫
十
起
」
を
欠
き
、
代
り
に
「
鐘
離
委
珠
」
が
あ
る
。

「
緑
珠
墜
楼
」
と
「
鋤
侃
触
櫨
」
は
逆
に
目
録
に
は
欠
く
が
、
実
際
は
あ
り
。
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祝（
嵩
）
旅
部

閑
居
部

懐
旧
部

述
懐
部

哀
傷
部

管
弦
部

酒雑

異
同
な
し

部

異
同
な
し

部

「
周
公
投
髪
」
を
欠
き
、
代
り
に
「
伯
英
草
聖
」
が
あ
り
、
「
任
座
直
言
」
と
、
「
都
陽
長
裾
」
以
下
終
り
ま
で
二
十
段
の
内
、

「
劉
寛
蒲
鞭
」
を
除
く
十
九
段
を
欠
く
。但
、
目
録
に
よ
る
と
、
他
に
「
咲
和
天
宝
詩
」
「
朱
雲
折
櫨
」
の
二
題
が
あ
る
。
「
朱
雲
折
櫨
」
は

確
か
に
見
え
る
が
政
文
な
ど
の
あ
と
に
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
「
咲
和
天
宝
詩
」
は
、
孝
範
の
駿
文
の
次
に
添
え
ら
れ
た
七
言
絶
句
の
結
句
「
還

咲
元
和
天
宝
詩
」
を
標
題
と
見
誤
り
、
更
に
書
き
誤
っ
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
（
十
九
段
減
少
）

即
ち
、
若
干
の
出
入
り
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
全
体
で
三
十
八
段
の
減
少
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
は
伝
本
聞
の
目
録
だ
け

を
比
べ
る
の
で
は
実
際
の
段
数
が
わ
か
ら
な
い
こ
と
と
、
標
題
が
二
つ
で
一
段
の
場
合
も
あ
る
の
で
、
目
録
の
標
題
数
と
は
又
段
数
が
異
な
っ
て
く
る
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
二
つ
の
標
題
で
一
段
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
す
べ
て
蒙
求
自
体
標
題
が
つ
な
が
っ
て
い
る
上
に
、
注
が
二
つ
を
一
つ
に
し
て
い
る
場
合
が
多
い

話
で
あ
る
。
全
部
で
次
の
八
段
（
内
閣
本
で
七
段
）
で
あ
る
。



鳴
鶴
日
下
H

土
龍
雲
間
（
秋
部
・
内
閣
本
の
み
）

抗
手
蟻
履
H

祖
約
好
財
（
冬
部
）

王
戎
簡
要
H

蓑
構
清
通
（
祝
部
）

花
散
件
旨
H

陳
群

戚
容
（
懐
旧
部
）

屈
原
沢
畔
H

漁
父
江
浜
（
述
懐
部
）

亙
馬
戴
星
H

蜜
賎
弾
琴
（
管
弦
部
）

大
叔
弁
給
H

撃
仲
詞
翰
（
雑
部
）

悪
来

多
力
H

飛
廉
善
走
、
王
陽
嚢
衣
H

馬
援
惹
京
（
雑
部
・
国
会
本
の
み
）

川
瀬
氏
は
内
閣
本
（
第
一
類
）
の
特
色
を
次
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

付
巻
首
に
真
名
仮
名
の
両
序
を
欠
く
事
。
口
十
四
巻
の
目
録
を
全
部
巻
首
に
併
せ
て
附
載
し
三
冊
分
綴
を
原
則
と
し
て
い
る
事
。
日
平
仮
名
を
用
い
て
い

る
事
。
帥
第
二
類
（
国
会
本
）
に
比
し
て
章
段
数
が
少
い
事
。
伺
第
二
類
と
文
詞
歌
詞
を
異
に
す
る
部
分
が
多
い
事
。
内
巻
末
政
文
の
次
に
「
朱
雲
折

櫨
」
の
一
段
と
世
間
九
方
（
云
々
）
の
一
文
、
及
び
落
葉
浮
水
鴬
等
の
和
歌
を
附
載
し
て
い
る
事
、
等
。

こ
の
中
で
主
に
付
、
白
と
伺
の
内
容
を
以
て
、氏
は
初
稿
精
撰
の
区
別
を
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

内
閣
本
を
初
稿
本
と
し
て
も
、
目
録
の
み
に
標
題
が
あ

り
、
実
際
に
は
書
き
写
さ
れ
て
い
な
い
段
が
十
余
も
あ
る
と
い
う
一
事
を
以
て
も
、
こ
の
本
の
有
し
て
い
る
不
備
と
い
う
も
の
が
、
果
し
て
初
稿
本
で
あ
る
か
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ら
と
い
う
理
由
だ
け
で
説
明
し
き
れ
る
か
ど
う
か
、
疑
っ
て
み
る
必
要
は
あ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
は
、
両
者
の
歌
の
異
同
を
一
層
精
細
に
比
較
し
て
み
る
こ

と
も
良
い
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
ら
の
混
合
本
と
思
わ
れ
る
山
岸
本
を
聞
に
置
い
て
見
る
の
も
一
法
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
山
岸
本
の
章
段
の
出
入
り
を
、
や

は
り
国
会
本
を
も
と
に
し
て
次
に
比
較
し
て
お
こ
う
。

第
三
巻

秋

部

目
録
に
よ
る
と
、
「
五
鹿
獄
撮
」
は
な
く
、代
り
に
「
鳴
鶴
日
下

土
竜
雲
間
」
が
あ
る
が
、
実
際
は
両
章
段
と
も
本
文
に
見

え
る
。
但
、
本
文
の
「
五
鹿
獄
獄
」
の
下
に
は
「
或
本
此
一
段
無
之
」
と
細
書
し
て
い
る
。
（
一
段
増
加
）

第
五
巻

恋

部

「
大
真
玉
台
」
が
な
く
、
代
り
に
「
漏
媛
当
熊
」
が
あ
る
。

第
八
巻

閑
居
部

「
仲
連
踏
海
」
が
目
録
の
み
に
あ
っ
て
欠
。
（
一
段
減
少
）

第
十
四
巻

雑

部

「
萄
陳
徳
星
」
を
欠
く
。
（
一
段
減
少
）

以
上
か
ら
結
局
、
山
岸
本
は
一
段
減
少
す
る
だ
け
で
国
会
本
と
殆
ん
ど
変
り
は
な
い
が
、
第
三
、
五
巻
に
見
る
異
同
は
内
閣
本
の
系
統
の
特
徴
を
示
し
て
い
る

し
、
特
に
「
五
鹿
獄
獄
」
が
目
録
に
見
え
な
い
の
は
、
混
合
本
と
す
る
な
ら
内
閣
本
系
を
底
本
と
し
、
国
会
本
系
で
増
補
し
た
か
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
た



だ
、
そ
う
言
い
切
れ
な
い
の
は
他
の
巻
に
お
け
る
傾
向
に
ま
で
そ
れ
の
及
ば
な
い
こ
と
で
、
こ
れ
は
後
述
の
よ
う
に
、
歌
や
説
話
本
文
の
異
同
と
併
せ
考
え
な

け
れ
ば
な
る
ま
い
か
と
思
う
。

と
こ
ろ
で
、
試
み
に
、
以
上
の
結
果
だ
け
か
ら
三
本
の
関
係
を
類
推
す
る
と
ど
う
で
あ
ろ
う
。
川
瀬
氏
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
雑
部
で
の
大
き
な
異
同
が
ま
ず

問
題
で
あ
る
。
内
閣
本
の
目
録
に
よ
る
と
、
雑
の
末
尾
の
一
行
は
前
の
行
と
い
さ
さ
か
聞
を
隔
て
て
「
劉
寛
蒲
鞭咲和
天
宝
詩

朱
雲
折
艦
」
と
書
い
て
あ

り
、
こ
れ
は
松
平
文
庫
蔵
本
を
除
い
た
こ
の
系
統
の
他
の
伝
本
も
同
じ
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
れ
を
仮
に
窟
入
と
考
え
て
別
に
す
る
と
、
雑
部
は
三
十
段
か
ら
成

っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
他
の
巻
が
、
原
則
と
し
て
、
十
、
十
五
、
二
十
の
い
ず
れ
か
の
段
数
に
な
っ
て
い
る
の
に
比
べ
る
と
、
こ
れ
は
や
や
多
い
と
は
言
え

る
が
、
国
会
本
で
の
五
十
一
段
、
山
岸
本
の
五
十
段
と
比
較
す
る
な
ら
、
ま
ず
穏
当
な
数
で
あ
ろ
う
。
川
瀬
氏
は
、
二
類
本
の
雑
部
の
章
段
数
が
多
い
理
由
を

「
之
は
恐
ら
く
、
光
行
が
其
の
改
編
に
際
し
、
雑
部
を
殆
ん
ど
書
き
改
め
た
後
に
も
、
な
お
前
稿
を
も
棄
て
難
し
と
し
て
、
其
の
億
附
存
し
て
お
い
た
為
か
、

或
い
は
伝
写
の
際
等
に
『
み
せ
け
ち
』
が
再
生
せ
ら
れ
た
か
ら
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
さ
れ
て
い
る
。
山
岸
本
が
四
十
五
段
で
両
系
の
歌
二
首
を
並
べ
あ
げ
て

い
る
中
で
、
雑
部
で
の
内
閣
本
の
所
調
減
少
分
は
一
つ
も
含
ま
れ
て
い
な
い
か
ら
、
内
閣
本
が
、
少
く
と
も
山
岸
本
成
立
の
時
点
で
既
に
そ
れ
ら
を
欠
い
て
お

り
、
従
っ
て
元
来
な
か
っ
た
と
推
定
す
る
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
一
方
、
内
閣
本
及
び
そ
の
系
統
本
に
は
、
成
立
以
後
、
伝
流
の
過
程
で
変
化
を
も- 44 -

た
ら
し
た
と
し
か
思
え
な
い
よ
う
な
跡
も
多
く
あ
る
。
内
閣
本
の
雑
の
部
の
後
半
を
脱
落
と
考
え
る
の
は
、
駿
文
の
存
す
る
こ
と
や
、
目
録
の
現
状
か
ら
も
無

理
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、
体
裁
上
見
る
多
く
の
不
備
は
、
こ
の
本
を
考
え
る
上
で
一
纏
め
に
見
通
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
既
に
一
部
触
れ
て
は

き
た
が
、
そ
の
後
書
写
体
裁
を
整
え
た
と
推
定
さ
れ
る
松
平
文
庫
本
以
外
の
こ
の
系
統
本
の
特
徴
を
次
に
列
挙
し
て
み
よ
う
。

川
序
文
を
欠
く
。

凶
目
録
に
あ
っ
て
実
際
に
は
載
っ
て
い
な
い
章
段
が
十
九
段
も
あ
る
。

附
実
際
に
は
載
っ
て
い
る
が
、
目
録
に
落
ち
て
い
る
章
段
が
二
段
あ
る
。

凶
説
話
は
あ
っ
て
、
歌
を
欠
く
章
段
が
十
二
段
あ
る
。

切
二
冊
、
或
い
は
三
冊
に
合
綴
さ
れ
て
い
る
が
、
各
巻
は
原
則
と
し
て
改
丁
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
「
蒙
求
和
歌
第
一
春
部
」
と
い
う
内
題
が
あ
る
。
し



か
る
に
内
閣
本
は
、
第
二
、
第
三
に
限
っ
て
そ
れ
を
欠
き
、
章
段
が
そ
の
ま
ま
続
い
て
区
切
り
が
な
い
。

同
諸
伝
本
四
季
の
部
の
み
に
は
各
章
段
に
「
立
春
」
「
子
日
」
「
霞
」
の
よ
う
な
歌
題
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
内
閣
本
も
目
録
に
は
す
べ
て
添
え
書
き
さ
れ

て
い
る
が
、
本
文
の
標
題
の
下
に
は
春
部
の
は
じ
め
数
段
の
み
に
、
そ
れ
も
飛
び
飛
び
に
見
え
る
だ
け
で
、
あ
と
は
欠
け
て
い
る
。

的
目
録
末
尾
一
行
三
つ
の
標
題
の
中
に
は
、
「
咲
和
天
宝
詩
」
の
よ
う
な
、
明
ら
か
に
標
題
で
な
い
も
の
が
含
ま
れ
、
次
の
「
朱
雲
折
櫨
」
も
践
文
の
あ
と

に
書
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
怪
ん
で
い
な
い
。

制
孝
範
及
び
光
行
の
漢
文
体
の
政
文
の
あ
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
七
言
絶
句
が
添
え
ら
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
、
駿
文
、
署
名
、
絶
句
が
一
つ
な
が
り
に
書

写
さ
れ
て
区
別
が
な
か
っ
た
り
、
あ
と
の
絶
句
の
結
句
で
あ
る
「
恭
感
両
篇
歌
与
詩
」
に
至
つ
て
は
、
別
行
二
字
下
げ
に
な
り
、
あ
た
か
も
そ
の
次
の

和
歌
の
題
の
よ
う
な
体
裁
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

仙
川
駿
文
の
あ
と
に
、
「
朱
雲
折
櫨
」
の
一
章
段
を
は
じ
め
、
「
世
無
九
方
皐
難
知
千
里
醸
ヲ
与
道
林
ハ
設
州
－
一
買
山
隠
許
詞
ト
知
音
也
支
許
ノ
交
リ
ハ
僧
俗

ノ
事
也
」
と
い
う
文
と
、
「
落
葉
浮
水
」
と
題
し
て
三
首
、
「
鴬
」
と
題
し
て
一
首
の
古
今
集
と
新
古
今
集
の
歌
を
書
写
し
て
い
る
。

即
ち
、
内
容
以
前
の
体
裁
の
点
で
、
内
閣
本
は
足
ら
ざ
る
処
、
余
れ
る
所
、
乱
れ
る
処
が
随
所
に
指
摘
さ
れ
る
訳
で
、
こ
れ
ら
が
成
立
の
当
初
か
ら
あ
っ
た
の

か
、
伝
来
の
途
次
で
生
じ
た
の
か
は
区
別
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
二
つ
の
系
統
本
を
細
か
く
対
校
し
た
小
林
百
枝
は
、
対
校
し
た
塙
本
（
二
類
本
系
）

の
不
備
を
も
併
せ
て
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
甲
本
（
一
類
本
系
）
の
奥
に
「
情
按
当
本
及
塙
本
共
所
謂
藁
本
敗
。
就
中
於
当
本
者
其
中
題
詠
不
全
加
之
有
題
而
欠
歌

者
既
十
有
四
首
。
是
則
不
在
正
本
之
証
也
。
於
塙
本
叉
然
。
観
其
序
文
有
漢
文
亦
並
有
仮
名
文
。
亦
有
欠
題
。
詠
者
有
一
題
詠
二
首
者
而
粗
錯
乱
不
少
。
是
則

不
在
正
本
之
証
也
。
於
是
両
本
共
未
可
為
正
本
乎
。
雄
然
論
其
長
短
則
以
塙
本
可
為
甲
以
当
本
可
為
乙
者
乎
云
ご
と
識
し
て
い
る
。
比
較
の
問
題
に
な
れ
ば

国
会
本
の
方
が
よ
り
整
っ
て
い
る
の
は
誰
の
目
に
も
明
ら
か
な
の
で
あ
る
。

山
岸
本
が
、
内
閣
本
、
国
会
本
両
系
の
混
合
本
で
あ
る
こ
と
は
、
説
話
本
文
の
上
か
ら
も
指
摘
で
き
る
の
で
は
あ
る
が
、
特
に
、
歌
を
二
首
ず
つ
あ
げ
て
い
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る
章
段
の
多
い
の
は
、
端
的
に
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
二
首
は
一
類
本
の
歌
、
二
類
本
の
歌
と
区
別
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
中
に
は
そ
の
い
ず
れ

に
も
欠
く
歌
が
見
え
る
。
ま
た
二
類
本
の
中
に
は
、
国
会
本
の
よ
う
な
十
四
巻
本
と
、
東
京
大
学
図
書
館
蔵
本
や
、
東
京
教
育
大
学
図
書
館
蔵
乙
本
の
よ
う
な

七
巻
ま
で
の
残
欠
本
を
見
る
が
、
後
者
は
単
な
る
残
欠
本
で
は
な
く
、
前
者
に
欠
く
歌
を
ほ
ぼ
写
し
と
ど
め
て
い
る
よ
う
な
差
異
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、

「
両
系
本
に
な
い
歌
」
と
割
り
切
っ
て
述
べ
ら
れ
な
い
処
も
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
、

内
閣
本
に
も
国
会
本
に
も
な
い
歌
（
こ
れ
は
続
類
従
本
の
底
本
の
歌

に
も
「
旧
本
」
に
も
な
い
歌
と
一
致
す
る
）
で
山
岸
本
に
の
み
見
え
る
歌
を
、

他
系
統
本
に
も
見
え
る
歌
と
併
せ
て
二
首
ず
つ
次
に
示
し
て
お
こ
う
。
（
対
校

本
の
片
仮
名
平
仮
名
の
区
別
は
示
さ
な
い
）

1 

陶
侃
酒
限

（
巻
十
三
酒
部
）

末
・
て
跡
・
お
も
ひ
定
・
内
閣
本

チ
カ
ヒ
ヲ
キ
シ
心
ノ
ス
ヘ
ヲ
カ
ヘ
シ
ト
ソ
ナ
キ
ア
ト
マ
テ
モ
思
・
・
サ
タ
メ
シ
（
国
会
本
）

ゑ
跡
・
ひ
山
岸
本
一
首

O
い
し
に
さ
は
り
は
な
に
せ
か
る
与
さ
か
っ
き
も
み
た
ひ
に
す
き
て
ま
た
し
と
そ
思
ふ
（
山
岸
本
一
首
）

2 

李
広
成
践

（
巻

春
部
）
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内
閣
本
歌
欠

モ
ノ
イ
ハ
ヌ
花
モ
人
メ
ヲ
サ
ソ
ヒ
ケ
リ
ミ
チ
モ
サ
リ
ア
ヱ
ヌ
モ
、
ノ
シ
タ
カ
ケ
（
国
会
本
）

へ
下
・
哉
・
山
岸
本
一
首

O
も
与
の
は
な
も
の
い
ふ
こ
と
は
な
け
れ
と
も
い
ろ
に
い
て
ふ
そ
人
を
さ
そ
ひ
し
（
山
岸
本
一
首
）

3 

繭
訓
歴
家

巻

春
部
）

内
閣
本
歌
欠

ヤ
ト
コ
ト
ニ
ヲ
ナ
シ
ナ
コ
リ
ヲ
シ
タ
フ
カ
ナ
春
ノ
ワ
カ
レ
ノ
ユ
フ
ク
レ
ノ
空
（
国
会
本
）

別
・
・
タ
・
暮
・
山
岸
本
一
首

。
こ
ち
風
の
か
へ
る
く
も
ち
を
し
た
ひ
き
て
な
こ
り
身
に
し
む
あ
ふ
さ
か
の
春
（
山
岸
本
一
首
）

4 

郭
文
遊
山

（
巻
七
旅
部
）

内
閣
本
此
段
欠

ヲ
ク
ラ
山
ノ
花
ト
モ
ミ
チ
ニ
ア
ク
カ
レ
テ
ミ
ヤ
コ
ノ
ウ
チ
ハ
ス
ム
ナ
ハ
カ
リ
ソ
（
国
会
本
）

ぉ
・
山
岸
本
一
首

O
ま
た
し
ら
ぬ
山
し
た
水
に
す
み
か
へ
て
家
ち
を
旅
の
空
に
な
し
つ
ふ
（
山
岸
本
一
首
）



5 

張
華
台
折

（
巻
十

哀
傷
部
）

内
閣
本
歌
欠

カ
ケ
マ
カ
ウ
ホ
シ
ハ
ク
モ
ヰ
ニ
ナ
ヲ
ト
メ
テ
ナ
ミ
ニ
キ
ユ
ル
ハ
ヨ
ハ
ノ
ヵ
、
リ
ヒ
（
国
会
本
）

ふ
雲
・
名
山
岸
本
一
首

O
な
か
た
え
し
ほ
し
の
や
と
り
に
こ
L

ろ
せ
て
光
か
く
れ
け
る
は
て
そ
か
な
し
き
（
山
岸
本
一
首
）

6 

章
賢
満
識

（
巻
十
四
雑
部
）

内
閣
本
歌
欠

サ
モ
ア
ラ
ハ
ア
レ
コ
カ
ネ
ハ
ナ
サ
ク
山
ノ
ハ
モ
コ
ヲ
思
・
フ
ミ
チ
ノ
シ
ル
ヘ
ナ
ラ
ネ
ハ
（
国
会
本
）

お
も
山
岸
本
一
首

O
い
に
し
へ
や
こ
か
ね
花
さ
く
山
の
は
も
ふ
み
与
る
み
ち
に
し
か
し
と
そ
思
ふ
（
山
岸
本
一
首
）

7 

子
房
取
履

（
巻
十
四
雑
部
）

内
閣
本
歌
欠

ミ
チ
ノ
へ
ノ
ク
ツ
ノ
ア
ト
マ
テ
ヲ
モ
ヒ
キ
ヤ
フ
ミ
、
ル
ハ
シ
ト
ナ
ラ
ム
モ
ノ
ト
ハ
（
国
会
本
）

お
山
岸
本
一
首

O
た
ひ
人
の
く
つ
の
か
よ
ひ
ち
と
り
も
あ
へ
す
ふ
み
ふ
る
は
し
と
な
り
に
け
る
か
な
（
山
岸
本
一
首
）

8 

虞
延
魁
期
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（
巻
四
冬
部
）

内
閣
本
此
段
欠

と
し
く
れ
し
雲
の
と
さ
し
を
ふ
き
と
け
は
み
ね
の
あ
ら
し
の
な
さ
け
な
り
け
り
（
国
会
本
ノ
ミ
）

O
と
し
の
く
れ
は
し
も
の
と
き
し
を
と
く
も
の
を
あ
く
る
日
か
け
の
な
さ
け
な
り
け
り
（
山
岸
本
ノ
ミ
）

9 

子
公
高
門

内
閣
本
此
段
欠

カ
ケ
ナ
ヒ
ク
、
ル
マ
ヲ
ミ
レ
ハ
ワ
ヵ
、
ト
ヲ
コ
、
ロ
ヒ
ロ
ク
ソ
ヲ
モ
ヒ
タ
チ
ケ
ル
（
国
会
本
ノ
ミ
）

（
巻
六
祝
部
）

10 

曹
参
趣
装

O
わ
か
か
と
の
い
さ
ら
を
か
は
の
こ
ほ
り
と
け
あ
く
る
ほ
と
な
く
春
は
き
に
け
り
（
山
岸
本
ノ
ミ
）

祝
部
）

（
巻
六

内
閣
本
此
段
欠

サ
リ
ト
モ
ト
ヲ
モ
ヒ
シ
ス
エ
ヲ
ト
ヲ
リ
ヌ
ル
ミ
ヲ
シ
ル
モ
ノ
ハ
コ
、
ロ
ナ
リ
ケ
リ
（
国
会
本
ノ
ミ
）

O
い
ひ
ち
ら
す
あ
ら
ま
し
こ
と
の
は
な
の
色
を
た
も
と
に
み
つ
る
春
の
あ
け
ほ
の
（
山
岸
本
ノ
ミ
）



11 

貰
覇
政
殊

（
巻
六
祝
部
）

内
閣
本
此
段
欠

や
ま
ふ
か
み
な
を
の
み
よ
そ
に
き
く
と
り
も
人
の
こL
ろ
を
め
て
ふ
き
に
け
り
（
国
会
本
ノ
ミ
）

O
め
つ
ら
し
き
こ
す
ゑ
の
と
り
そ
し
ら
せ
け
る
の
と
け
き
み
よ
の
春
の
さ
か
ひ
を
（
山
岸
本
ノ
ミ
）

12 

漢
祖
竜
顔

（
巻

春
部
）

国
会
本
歌
欠

あ
め
の
し
た
ゆ
く
末
・
遠
・
き
は
る
の
色
は
さ
は
へ
の
と
く
に
あ
ら
は
れ
に
け
り
（
内
閣
本
）

行
す
ゑ
と
を
春
・
く
さ
山
岸
本
一
首

O
め
つ
ら
し
き
春
の
あ
さ
日
は
む
ら
さ
き
の
雲
聞
を
出
し
ひ
か
り
也
け
り
（
山
岸
本
一
首
）

孟
光
荊
叙

恋
部
）

13 

（
巻
五

国
会
本
歌
欠

と
に
か
く
に
わ
か
お
も
ふ
す
ち
に
た
か
は
ぬ
は
を
と
ろ
の
か
み
も
さ
も
あ
ら
は
あ
れ
（
内
閣
本
ノ
ミ
）

O
あ
き
風
も
あ
は
れ
と
や
お
も
ふ
ふ
く
か
た
へ
と
に
も
か
く
に
も
な
ひ
く
お
と
ろ
を
（
山
岸
本
ノ
ミ
）

- 48 ー

14 

（
巻
九
懐
旧
部
）

季
札
掛
餌

国
会
本
歌
欠

あ
は
れ
に
も
き
え
に
し
跡
の
梢
迄
お
も
ひ
を
で
き
け
る
秋
の
霜
か
な
（
内
閣
本
ノ
ミ
）

O
な
き
あ
と
に
か
く
る
な
さ
け
の
ふ
か
き
哉
あ
る
よ
を
と
は
与
な
へ
て
な
ら
ま
し
（
山
岸
本
ノ
ミ
）

15 

仲
文
照
鏡

（
巻
十
一
哀
傷
部
）

国
会
本
歌
欠

お
し
と
み
し
か
し
ら
を
ゆ
き
は
ま
す
鏡
き
ゆ
る
は
か
り
の
か
け
そ
か
な
し
き
（
内
閣
本
ノ
ミ
）

O
か
は
り
け
る
す
か
た
に
し
り
ぬ
ま
す
か
L

み
こ
の
よ
に
か
け
を
と
L

む
ま
し
と
は
（
山
岸
本
ノ
ミ
）

16 

王
覇
氷
合

（
巻
四
冬
部
）

国
会
本
歌
欠

O
た
ひ
人
の
こ
ま
わ
た
す
へ
き
浪
ち
か
は
つ
ら
斗
の
う
へ
と
お
も
ひ
な
さ
す
は
（
山
岸
本
ノ
ミ
）

内
閣
本
此
段
欠

O
駒
わ
た
す
つ
ら
与
の
み
ち
を
し
ら
せ
す
は
思
ひ
よ
る
べ
き
浪
の
う
へ
か
は
（
右
同
）



17 

漏
媛
当
熊

（
巻
五
恋
部

但
、
国
会
本
ハ
コ
コ
ニ
「
大
真
玉
台
」
ガ
ア
リ
、
内
閣
本
ハ
目
録
ノ
ミ
ニ
ア
リ
実
際
ハ
欠
ク
）

O
み
く
ま
の
L

あ
ら
い
そ
浪
に
し
ほ
れ
ま
し
う
ら
の
は
ま
ゆ
ふ
た
ち
へ
た
で
す
は
（
山
岸
本
ノ
ミ
）

以
上
O
印
を
付
し
た
十
八
首
（
こ
の
内
、
前
述
の
よ
う
に
二
類
本
七
巻
残
欠
本
に
は
口
、
日
が
あ
る
）
を
山
岸
本
の
み
に
見
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
他
本

と
の
関
係
が
少
し
ず
つ
異
な
る
。
即
ち
、
ー
は
三
本
（
内
閣
・
国
会
・
山
岸
）
共
通
の
歌
の
ほ
か
に
山
岸
本
に
も
う
一
首
あ
る
場
合
、2
1
7

の
六
首
は
、
内

閣
本
が
そ
の
段
或
い
は
歌
の
み
を
欠
き
、
両
本
（
国
会
・
山
岸
）
共
通
の
歌
の
ほ
か
山
岸
本
が
も
う
一
首
あ
る
場
合
、
8
1

日
の
四
首
は
、
内
閣
本
が
い
ず
れ

も
そ
の
章
段
を
欠
き
、
各
一
首
の
両
本
の
歌
が
異
な
る
場
合
、
ロ
は
国
会
本
に
歌
を
欠
き
、
内
閣
・
山
岸
両
本
に
共
通
す
る
歌
の
ほ
か
山
岸
本
が
も
う
一
首
あ

る
場
合
、
n
i
日
の
三
首
は
国
会
本
に
歌
が
な
く
、
残
り
両
本
の
各
一
首
の
歌
が
異
な
る
場
合
、
日
の
二
首
は
国
会
本
が
歌
を
、
内
閣
本
が
章
段
を
欠
い
て
、

山
岸
本
の
み
二
首
の
歌
が
あ
る
場
合
、
口
は
山
岸
本
に
の
み
見
る
章
段
の
歌
、
と
い
う
七
つ
の
場
合
に
分
け
ら
れ
る
。
何
故
こ
の
様
に
煩
噴
に
分
け
て
考
え
る

か
と
い
う
と
、
こ
れ
を
も
と
に
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

1 

歌
の
み
を
欠
く
章
段
l

五
（
2

・
3

・
5

・
6

・
7

）
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即
ち
、
以
上
十
七
章
段
十
八
首
の
内
、
内
閣
本
に
於
て
歌
を
欠
く
章
段
十
二
に
就
い
て
は

2 

目
録
の
み
に
あ
り
実
際
に
な
い
章
段
｜
七
（4
・
8

・
9

－

m
－

U
－

m
－

U
）

3 

目
録
に
も
実
際
に
も
な
い
章
段
｜
ナ
シ

と
い
う
結
果
に
な
る
が
、
山
岸
本
が
国
会
・
内
閣
両
系
本
を
参
照
し
て
で
き
た
と
す
る
と
、
現
存
の
内
閣
本
（
一
類
本
）
で
歌
の
み
を
欠
く
章
段
や
、
目
録
の

み
に
名
を
と
ど
め
る
章
段
な
ど
が
ま
だ
残
存
し
て
い
た
頃
の
一
類
本
に
依
っ
た
と
い
う
蓋
然
性
が
濃
い
。
内
閣
本
で
歌
の
み
を
欠
く
段
の
十
二
、
目
録
の
み
に

見
え
る
段
の
十
六
に
比
べ
る
と
以
上
の
数
字
は
そ
れ
ぞ
れ
半
分
以
下
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
山
岸
本
は
、
内
閣
・
国
会
両
本
に
異
な
る
歌
が
載
っ
て
い
る
場
合

で
も
、
国
会
本
と
同
じ
歌
一
首
し
か
載
せ
な
い
段
が
七
七
、
両
本
の
歌
が
一
致
し
て
、
従
っ
て
そ
の
一
首
を
写
し
と
ど
め
る
段
が
四
八
、
と
合
わ
せ
て
過
半
に

な
る
の
で
、
残
り
も
本
来
は
あ
っ
た
と
考
え
て
差
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
現
存
内
閣
本
の
本
文
の
不
備
は
、
そ
の
幾
っ
か
が
伝
来
の
途
次
で
そ
こ
な

わ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
、
元
来
の
形
と
は
相
当
異
な
る
も
の
と
見
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。



一
方
、
以
上
の
結
果
は
、国
会
本
に
就
い
て
も
或
る
程
度
類
似
の
推
定
を
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。さき
の
ロ
l

げ
の
六
段
は
国
会
本
で
は
い
ず
れ
も
歌
を
欠

き
、
山
岸
本
が
内
閣
本
と
は
異
な
る
か
或
い
は
そ
れ
に
も
欠
く
歌
を
あ
げ
て
い
る
の
は
、
国
会
本
系
に
も
本
来
そ
れ
の
存
す
る
伝
本
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
で

あ
ろ
う
。
現
に
、
第
二
類
第
二
種
の
七
巻
本
に
は
国
会
本
で
歌
の
み
を
欠
く
十
段
の
内
の
六
首
ま
で
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
た
だ
そ
う
す
る
と
、
国
会
本
の
よ

う
に
、
明
ら
か
に
鎌
倉
時
代
（
川
瀬
氏
は
光
行
在
世
中
と
言
わ
れ
る
）
の
書
写
の
本
が
既
に
不
備
な
の
で
あ
る
か
ら
、
山
岸
本
の
編
者
が
見
た
一
・
二
類
の
二

部
の
本
は
、
現
存
本
に
比
較
し
て
そ
れ
ぞ
れ
余
程
良
い
伝
本
で
あ
っ
た
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
。

ロ
の
「
漢
祖
龍
顔
」
は
春
部
巻
頭
の
章
段
で
あ
る
。
即
ち
、
蒙
求
和
歌
第
一
の
段
で
、
立
春
と
い
う
歌
題
ま
で
添
え
ら
れ
て
い
る
の
に
、
国
会
本
は
歌
を
欠

い
て
い
る
の
で
あ
る
。
春
部
二
十
段
の
中
だ
け
で
も
、
ほ
か
に
「
汲
賠
開
倉
」
「
伯
成
辞
耕
」
と
併
せ
て
三
段
も
欠
い
て
い
る
。同
じ
二
類
本
で
も
、
七
巻
残

欠
本
の
東
京
教
育
大
学
図
書
館
蔵
乙
本
で
は
、
七
巻
ま
で
に
巻
四
冬
部
の
「
王
覇
氷
合
」
に
歌
を
欠
く
だ
け
で
あ
る
（
但
、
東
大
図
書
館
蔵
本
で
は
七
巻
ま
で

に
こ
れ
を
含
め
て
四
章
段
に
歌
を
欠
く
）
。
書
写
年
次
が
古
い
と
い
う
だ
け
で
は
、

写
が
重
ね
ら
れ
、
乱
れ
が
生
じ
た
も
の
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。 国

会
本
を
善
本
と
は
直
ち
に
呼
べ
な
い
の
で
あ
り
、
短
い
年
月
の
間
に
書
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次
に
、
山
岸
本
で
、
歌
を
二
首
ず
つ
あ
げ
て
い
る
章
段
に
就
い
て
若
干
注
意
す
べ
き
事
柄
が
あ
る
。
別
稿
で
も
同
系
の
ゴ
一
手
文
庫
本
に
就
い
て
表
示
し
た
通

り

一
、
二
類
系
両
本
の
異
な
っ
た
歌
を
そ
れ
ぞ
れ
あ
げ
て
い
る
四
十
五
段
で
は
、
そ
の
順
序
が
国
会
本
の
歌
を
先
に
し
て
内
閣
本
の
を
次
に
し
て
い
る
の
が

三
七
段
、
逆
の
場
合
が
八
段
と
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
後
者
の
八
段
は
す
べ
て
巻
一
春
部
で
、
そ
こ
に
は
前
者
の
例
が
一
つ
も
な
い
の
で
あ
る
。
山
岸
本
が

歌
を
二
首
あ
げ
る
場
合
、

時
に
下
に
「
イ
」
と
記
し
て
、
あ
と
の
一
首
は
他
本
か
ら
の
も
の
、
と
い
う
区
別
を
し
て
い
る

が
、
す
る
と
こ
れ
は
ど
う
説
明
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
内
閣
・
国
会
両
本
の
歌
が
同
様
異
な
っ
て
い
る
の
に
、
山
岸
本
が
一
首
し
か
歌
を
の

せ
て
い
な
い
場
合
、
国
会
本
の
歌
を
の
せ
て
い
る
の
が
七
七
段
と
多
く
、
内
閣
本
に
従
う
段
は
一
五
段
に
過
ぎ
な
い
が
春
部
は
前
者
が
な
く
て
後
者
の
み
が
五

段
あ
る
。
春
部
と
似
て
い
る
の
が
第
六
祝
部
十
首
で
、
こ
れ
は
後
者
の
み
七
段
、
あ
と
の
三
段
も
、
国
会
本
で
な
い
歌
（
内
閣
本
に
は
歌
を
欠
く
。
前
の
9
1

第
二
首
は
や
や
小
さ
く
書
い
て
、

日
）
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
歌
ば
か
り
で
な
く
説
話
本
文
の
異
同
で
も
指
摘
で
き
る
が
、
細
か
い
点
は
考
え
な
い
で
、
歌
に
関
し
て
見
る
限
り
で
も
春
部
と

祝
部
の
み
、
山
岸
本
は
内
閣
本
系
（
一
類
本
）
を
底
本
と
し
、
あ
と
の
十
二
巻
は
国
会
本
系
（
二
類
本
）
を
底
本
に
し
て
成
っ
た
と
い
う
、
甚
だ
不
可
解
な
こ



と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
編
者
の
気
ま
ぐ
れ
に
し
て
は
い
さ
さ
か
度
が
過
ぎ
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
明
ら
か
な
証
徴
な
の
で
、
ほ
か
に
考
え
よ
う
も
な

い
の
で
あ
る
。
こ
の
混
合
本
の
生
成
過
程
に
就
い
て
は
一
層
考
え
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

一
つ
の
章
段
に
伝
本
間
で
異
な
る
歌
が
あ
る
場
合
で
も
、
単
に
一
、
二
句
の
異
同
に
と
ど
ま
る
程
度
の
も
の
か
ら
、
発
想
、
用
語
が
殆
ん
ど
変
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
歌
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
そ
れ
を
作
者
の
推
敵
と
見
る
か
、
後
人
の
改
作
と
見
る
か
で
、
諸
系
統
本
の
成
立
問
題
が
か
ら
ん
で
く
る
の
で
、

ま
た
、

簡
単
に
割
り
切
っ
て
し
ま
え
な
い
も
の
が
あ
る
の
で
あ
る
。
異
な
る
二
群
の
歌
を
並
べ
て
、
両
者
の
聞
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
巧
拙
、
雅
俗
、
或
い
は
微
妙
な
歌
風

の
変
化
ま
で
を
も
峻
別
し
、
そ
の
上
で
両
系
本
の
優
劣
や
作
者
を
論
じ
る
こ
と
は
、
俄
か
に
は
で
き
そ
う
に
な
い
。
惣
じ
て
言
え
ば
、
す
べ
て
説
話
を
ふ
ま
え

て
の
題
詠
な
の
で
、
素
材
に
ひ
か
れ
て
、
表
現
用
語
と
も
い
さ
さ
か
類
型
的
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
し
、
三
句
切
、
体
言
止
の
多
い
の
は
時
代
の
反
映
で
あ
ろ

う
が
、
こ
れ
も
両
本
と
も
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
異
な
る
歌
と
言
っ
て
も
、
下
旬
が
全
く
一
致
し
て
い
る
歌
も
多
く
、
今
比
較
の
便
宜
上
、
仮
に
内
閣
本
系
を

平
仮
名
で
、
国
会
本
系
を
片
仮
名
で
、
各
底
本
の
誤
写
や
厳
密
な
表
記
は
仮
に
正
し
て
幾
っ
か
示
し
て
み
よ
う
。
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／’・h、、

み
る
か
ら
に
心
う
っ
さ
ぬ
人
ぞ
な
き
柳
の
眉
の
あ
け
ぼ
の
の
色
（
張
数
画
眉
柳
）

心
ヲ
ゾ
タ
レ
モ
ソ
メ
ケ
ル
佐
保
姫
ノ
柳
ノ
眉
ノ
ア
ケ
ポ
ノ
ノ
色

，，－－..、、

し
ば
し
こ
そ
世
を
う
の
花
の
し
そ
め
ど
も
昔
に
か
へ
る
玉
川
の
里
（
孟
嘗
還
珠
卯
花
）

荒
レ
ハ
テ
シ
垣
ノ
ウ
ツ
キ
モ
花
サ
キ
テ
昔
－
一
カ
ヘ
ル
玉
川
ノ
里

，，，－、、

こ
の
た
び
は
春
の
日
か
げ
に
あ
ふ
み
ち
ゃ
瀬
田
の
唐
橋
ふ
み
も
た
が
へ
ず
（
相
如
題
柱
）

嬉
シ
ク
モ
道
ア
ル
御
代
－
一
ア
フ
身
カ
ナ
瀬
田
ノ
唐
橋
フ
ミ
モ
タ
ガ
ヘ
ズ

こ
れ
ら
と
は
逆
に
、
上
旬
が
一
致
す
る
例
が
あ
る
の
も
、
特
に
あ
げ
る
ま
で
も
な
い
。
ま
た
ど
の
句
も
一
致
は
し
な
い
が
、
殆
ん
ど
用
語
が
閉
じ
と
言
う
べ
き

歌
も
あ
る
。

／一、、

子
を
思
ふ
雑
子
や
野
辺
に
ま
よ
は
ま
し
焼
く
べ
き
春
を
か
ね
て
知
り
せ
ば
（
農
竺
収
資
幾
）

イ
カ
パ
カ
リ
子
ヲ
思
フ
雑
子
マ
ヨ
ハ
マ
シ
焼
ク
ベ
キ
野
辺
ヲ
今
日
ト
知
リ
セ
パ



全
く
異
な
る
発
想
の
歌
も
多
い
。

，，.－－......、

須
磨
の
浦
に
も
し
ほ
も
焼
か
ぬ
海
士
人
の
は
て
は
煙
と
の
ぼ
る
な
り
け
り
（
扇
鵠
起
貌
）

カ
レ
ハ
ツ
ル
色
カ
ト
見
シ
ヲ
春
雨
ノ
常
磐
－
一
カ
ヘ
ス
生
キ
ノ
松
原

芦
が
き
の
ま
近
き
宿
を
た
ど
る
か
な
心
に
も
あ
ら
ぬ
夢
の
ま
ど
ひ
に
（
畢
卓
護
下
）

t’ー－、

ヌ
シ
ヤ
誰
カ
ヘ
ル
ヤ
我
身
心
－
一
モ
ア
ラ
デ
マ
ヨ
ヒ
シ
エ
ヒ
ノ
里
人

，，－、、

秋
山
の
月
と
紅
葉
を
と
ふ
に
さ
へ
花
に
こ
た
ふ
る
三
吉
野
の
空
（
司
馬
称
好
）

ト
フ
人
も
言
葉
モ
チ
ヂ
ニ
カ
ハ
レ
ド
モ
コ
タ
フ
ル
道
ゾ
一
ツ
ナ
リ
ケ
リ

／’圃』＼

世
の
中
の
う
き
世
を
ひ
と
り
思
川
心
を
よ
せ
ぬ
な
み
も
な
か
り
き
（
実
安
倍
頼
）

コ
レ
ヤ
コ
ノ
人
ノ
心
ヲ
三
吉
野
ノ
タ
ノ
ム
ノ
雁
ノ
ヨ
ル
ト
鳴
ク
戸
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，，固『、、

春
の
な
が
め
秋
の
あ
は
れ
を
重
ね
て
も
同
じ
錦
の
衣
手
の
も
り
（
都
陽
長
裾
）

ア
マ
ノ
ト
ノ
明
ケ
ユ
ク
空
ヲ
見
ル
ゴ
ト
ニ
タ
ナ
ピ
ク
雲
ノ
裳
裾
ナ
リ
ケ
リ

以
上
の
各
ニ
首
の
歌
を
比
べ
て
、
そ
の
優
劣
風
姿
を
根
拠
に
、
前
者
を
初
案
、
後
者
を
再
案
と
し
て
推
敵
の
あ
と
を
辿
る
方
法
は
や
は
り
容
易
で
な
い
上
に
、

寧
ろ
歌
い
ぶ
り
か
ら
見
る
と
、
逆
に
考
え
た
い
節
が
な
い
で
は
な
い
。
な
お
一
層
検
討
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

四

蒙
求
和
歌
が
蒙
求
を
典
拠
と
し
て
成
立
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
更
に
い
か
な
る
形
態
の
蒙
求
に
拠
っ
て
い
る
の
か
は
、
前
に
唐
物
語
と
蒙
求
と

註
5

の
関
係
を
述
べ
た
処
で
、
併
せ
て
考
察
を
加
え
た
の
で
こ
こ
で
は
繰
り
返
さ
な
い
。
ま
た
、
古
蒙
求
の
注
本
と
蒙
求
和
歌
の
本
文
に
関
す
る
研
究
に
は
、
夙
に

註
6

早
川
光
三
郎
氏
が
肯
紫
に
当
る
論
を
な
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
蒙
求
和
歌
作
者
が
見
た
蒙
求
が
、
書
陵
部
本
、
真
福
寺
本
系
の
古
注
本
で
あ
っ
た
ろ
う
と
い
う



こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、
光
行
が
そ
れ
だ
け
に
拠
っ
た
の
で
は
な
く
、
或
い
は
そ
れ
へ
の
書
き
入
れ
や
、
更
に
そ
の
原
拠
や
、
他
の
典
籍
を
も
参
照
し
た
で
あ
ろ

う
と
こ
ろ
に
、
単
純
に
蒙
求
と
並
べ
る
だ
け
で
は
済
ま
な
い
問
題
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
蒙
求
和
歌
の
中
で
明
確
に
蒙
求
の
み
に
依
存
し
て
い
る
部
分
は
ど
こ
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
蒙
求
本
文
、
即
ち
そ
れ
ぞ
れ
四
文
字
か
ら
成
る
各
章

段
の
標
題
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
蒙
求
和
歌
の
標
題
を
諸
伝
本
間
の
中
で
見
渡
す
と
、
往
々
少
し
異
な
る
文
字
に
ぶ
つ
か
る
。
例
え
ば
国
会
本
を
底
本
に
考
え
る

と
、
そ
の
系
統
本
で
あ
る
静
嘉
堂
文
庫
蔵
乙
本
（
松
井
旧
蔵
本
）
や
、
同
じ
く
国
会
図
書
館
蔵
乙
本
（
清
水
浜
臣
本
）
の
雑
部
に
於
て
は
、
「
陳
重
送
金
」
が

「
雷
義
送
金
」
に
、
「
周
公
投
髪
」
が
「
周
公
握
髪
」
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
一
方
、
山
岸
本
で
は
、
哀
傷
部
の
「
鋤
侃
触
棟
」
が
「
姐
磨
触
塊
」
に
、
或
い
は

管
弦
の
部
の
本
文
の
方
の
標
題
で
は
国
会
本
と
同
じ
に
「
向
子
聞
笛
」
と
あ
る
の
が
、
目
録
で
は
「
向
秀
聞
笛
」
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
よ
う
に
、
諸
伝
本
相

互
に
異
同
と
い
さ
さ
か
の
混
乱
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
注
ば
か
り
で
な
く
、
蒙
求
本
文
（
標
題
）
そ
の
も
の
が
、
古
本
と
後
の
注
本
と
で
は
幾
っ

か
異
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
き
て
い
る
。
そ
こ
で
、
蒙
求
諸
本
間
自
体
の
本
文
に
異
同
の
あ
る
中
か
ら
、
蒙
求
和
歌
に
そ
の
条
が
採
ら
れ
て
い
る
場
合
の
両
者

註
7

そ
れ
ぞ
れ
の
異
同
を
、
次
に
表
に
示
し
て
み
よ
う
。
こ
こ
で
は
本
文
だ
け
な
の
で
、
無
注
本
で
は
最
古
の
伝
本
、
所
謂
長
承
本
を
基
礎
に
、
有
注
本
で
は
書
陵

内
閣
・
国
会
・
山
岸
の
三
本
を
採
り
上
げ
る
の
が

蒙
求
和
歌
は
こ
れ
ま
で
比
較
し
て
き
た
、
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部
本
（
上
巻
の
み
）
、
真
福
寺
本
（
下
巻
の
一
部
）
の
伝
本
を
、

適当かと思う。
虞秦寓。田陸

長承本文本蒙求延彰朱x 単績。

魁。撃明縦。懐

期車。目牛橘

ナ 、〆書．圏，、， ナ ，書、筒M、，， 績、〆書。回圃、,, 寺真福本叉’、書陵部本
シ l シ｜

離。
蒙亀田

刻鞍。 火。績。

求注本｜日婁×

離。 蒙応

｜鞍。火。績。 安
婁x

求板

離。 蒙増

焼。績。 広
婁×

求本

離。 蒙注求徐言補刻。轄。火。績。
婁×

｜鞍。離。｜ 震和歌E本五
ナ 票和歌2問本シ｜離。｜

｜離。｜ 事歌本
冬秋秋夏夏 部雲和



任。秦陳。魯蒼。文。劉泉。密。亙向鋤。紀孔顔鹿文詰。

座×密。重×恭妻子挙×霊。明賎馬子。侃×信仮。回倹君紛

直論送馴秤×座解把弾戴。聞触作。組瓢。堀。当輿

言天金程。象満醒×菊琴星笛棟帝棺箪×井鍾。貌

宮淵

ナ
伶
醒

ハ
真
〉1

l
l

孔
融

（
真
〉｜
｜
倉
稽

（
書
〉
一
ー

l

一
雑

（
書
〉
一
｜
｜
一
雷
義

（
書
〉
一

（
書
〉
一 I I I I I 

ナ真書書きナ

測0 rfbo I I 
ヨ〆

釦。

秀。廃×詐。｜
箪。

瓢×｜

ツγ 

弓但£品。

環×｜ 壇。詰。

程。孔。伶。姐0 -

;00 l 雑。｜淵o r/bo 帯。秀。詐。！
黄×｜｜融×醒×麗×｜

程。孔。伶。姐。箪。ー
;00 l 雑。｜測o rfbo 帯。秀。詐。｜｜
黄×｜｜融×醒×磨×｜瓢×｜

程。雷。倉。孔。伶。組。筆0
;00 雑。淵o ;00 I 秀。詐。級。撃。撞。詰。

黄×義×稽×融×醒× l 磨×瓢×

伶0 ．長蜜。 ー

醒× ｜委密。 | | | 

箪。
撃。撞。詰。

瓢×

壇。詰。

詰。詐0 I 1 I 1 1
 
1
 
1
 
1
 
1
 

- 

ナ

詐。伶1
 

1
 
1
 

1
 
1
 シ

組。

魔×詐。 I I 撃。壇。詰。窓。｜！o
 

aap 

d
』雑。｜｜B。｜

管管管哀哀述閑
雑雑雑雑雑酒酒酒 恋恋恋

弦弦弦傷傷懐居
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周撃

F入
ムh

投。詞。

髪翰

書書

握。｜

握。能。

握。僻。

握。辞。

握。能。

雑

仲

ナ

シ

握。

雑

こ
の
表
を
見
て
一
口
に
言
え
る
こ
と
は
、
蒙
求
自
体
の
本
文
の
異
同
に
比
べ
る
と
、
蒙
求
和
歌
諸
伝
本
間
の
そ
れ
は
左
程
多
く
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し

て
更
に
お
お
ま
か
に
見
る
な
ら
、
蒙
求
和
歌
の
標
題
は
、
や
は
り
、
惣
じ
て
は
最
古
本
系
統
の
本
文
に
依
拠
し
て
い
る
と
見
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
鵬
斎
の
旧
註

本
に
し
て
も
、
注
の
文
で
は
蒙
求
和
歌
と
相
当
接
近
し
た
間
柄
に
見
え
る
け
れ
ど
も
、
標
題
を
比
較
す
る
だ
け
で
は
、
か
な
り
の
懸
隔
が
あ
っ
て
、
補
注
本
と

の
そ
れ
と
殆
ん
ど
変
り
が
な
い
。
尤
も
、
鵬
斎
は
こ
の
点
を
単
な
る
誤
り
と
見
て
い
た
ら
し
い
。
「
雷
義
送
金
」
の
校
異
で
「
古
写
本
朝
鮮
本
倶
誤
作
陳
重
送

金
」
と
記
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
旧
注
蒙
求
の
校
異
に
見
る
「
古
写
本
」
は
、
上
巻
は
三
春
学
舘
所
蔵
本
（
増
広
本
）
で
あ
っ
た
が
、
途
中
朝
鮮
本
と
一
緒

に
所
有
者
が
持
ち
去
り
、
「
其
後
幹
惜
秘
襲
不
肯
復
借
之
」
と
い
う
始
末
に
な
っ
た
の
で
、
中
下
巻
の
校
異
は
、
「
後
借
某
氏
所
蔵
写
本
朝
鮮
本
合
而
観
之
」
と

の
結
果
に
よ
る
由
が
提
要
に
見
え
る
。
披
斎
も
、
静
嘉
堂
蔵
「
旧
注
蒙
求
」
の
こ
の
段
の
上
欄
書
入
に
「
蒙
求
和
歌
日
。
後
漢
陳
重
汝
南
人
也
。
為
獄
吏
。
又
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載
金
主
己
死
帰
金
於
妻
子
云
ミ
不
知
何
本
」
と
記
し
て
不
審
を
記
し
て
い
る
。
陳
重
と
雷
義
は
同
じ
郡
の
出
身
で
、
後
漢
書
列
伝
巻
第
七
十
一
に
、
「
謬
漆
自
調

堅
不
如
雷
与
陳
」
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
親
友
同
士
で
は
あ
る
が
別
人
で
あ
り
、
こ
の
話
の
、
罪
人
を
救
い
、
礼
に
貰
っ
た
金
を
後
に
送
り
返
し
た
話
は
雷

義
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
こ
れ
は
単
に
標
題
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
標
題
が
陳
重
で
あ
れ
ば
説
話
の
主
人
公
も
陳
重
で
あ
り
、
蒙
求
の
中
で
も
、
或
は
蒙
求
和

歌
の
中
で
も
、
標
題
が
雷
義
と
あ
れ
ば
、
注
や
説
話
本
文
に
出
て
く
る
主
人
公
は
当
然
雷
義
で
あ
る
。
鵬
斎
が
言
う
通
り
、
後
漢
書
に
照
し
て
見
る
限
り
で

は
、
「
陳
重
」
は
明
ら
か
に
「
雷
義
」
の
誤
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
長
承
本
、
正
倉
院
本
の
無
注
本
を
は
じ
め
、
由
緒
の
古
い
書
陵
部
本
の
標
題
は
す
べ
て
「
陳

重
送
金
」
で
あ
り
、
そ
の
誤
り
は
、
蒙
求
成
立
当
初
か
ら
の
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
書
陵
部
本
蒙
求
の
こ
の
注
は
「
後
漢
陳
重
字
重
翁
。
汝
南
人
。
」

で
始
っ
て
い
る
。
蒙
求
和
歌
国
会
本
も
、
「
後
漢
ノ
陳
重
ハ
汝
南
人
也
。
」
で
始
ま
っ
て
い
る
。
後
漢
書
に
よ
る
と
「
陳
重
字
景
公
予
章
宜
春
人
也
」
で
あ
り

「
雷
義
字
仲
公
予
章
都
陽
人
也
」
で
あ
り
、
土
地
も
異
な
る
の
で
あ
る
。
披
斎
が
「
不
知
何
本
」
と
慎
重
で
あ
る
よ
う
に
、

」
の
話
で
主
人
公
の
名
が
誤
伝
で

あ
る
に
せ
よ
、
李
帯
の
蒙
求
成
立
以
前
に
こ
う
し
た
伝
え
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
し
、
確
実
に
言
え
る
こ
と
は
、
蒙
求
和
歌
の
「
陳
重
云
乙
は
原
拠
の
蒙



求
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
更
に
こ
の
話
の
内
容
に
至
る
と
、
興
味
あ
る
問
題
も
生
じ
る
が
、
こ
れ
は
標
題
に
と
ど
ま
ら
な
い
問
題
な
の
で
章
を
改
め
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。

似
た
事
例
が
「
任
座
直
言
」
に
も
あ
る
。
こ
れ
も
旧
注
以
下
補
注
に
至
る
蒙
求
す
べ
て
「
翠
噴
直
言
」
と
あ
り
、

徐
子
光
は
そ
の
補
注
の
末
尾
で
、
「
旧
本

翠
環
誤
作
任
座
」
と
態
と
断
っ
て
い
る
。
鵬
斎
は
こ
れ
を
校
異
欄
で
更
に
引
用
し
、
ま
た
「
此
本
無
其
誤
。
徐
氏
所
見
之
本
或
異
於
此
耶
」
と
言
っ
て
い
る
。

即
ち
旧
注
蒙
求
に
用
い
た
底
本
に
「
程
積
直
言
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
徐
子
光
の
所
謂
「
旧
本
」
と
そ
れ
と
が
違
う
ら
し
い
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
任
座

と
翠
演
と
は
文
別
人
で
、
こ
の
段
の
注
に
は
両
者
と
も
貌
の
文
侯
の
臣
と
し
て
見
え
る
が
、
た
だ
書
陵
部
本
と
他
の
蒙
求
の
注
と
で
は
、
両
者
の
登
場
す
る
順

序
が
逆
に
な
り
、
従
っ
て
主
客
が
転
倒
す
る
の
で
あ
る
。
標
題
の
異
な
る
所
以
で
あ
り
、
そ
の
異
同
が
本
文
（
注
）
に
依
る
も
の
で
、
単
な
る
誤
り
と
は
し
え

な
い
点
、
事
情
は
似
て
い
る
の
で
あ
る
。

他
方
、
「
文
挙
座
満
」
が
「
孔
融
座
満
」
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
融
の
字
名
が
文
挙
な
の
で
あ
り
、
「
泉
明
」
が
「
測
明
」
に
、
「
向
子
」
が
「
向
秀
」
に
、

「
離
朱
」
が
「
離
婁
」
に
、
「
鋤
侃
」
が
「
姐
麗
」
に
と
そ
の
後
標
題
が
変
っ
て
い
る
の
は
、
こ
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
に
事
情
は
異
な
る
も
の
の
、
前
の
例
と
は
違
っ

- 56 -

て
、
す
べ
て
同
一
人
物
の
異
名
で
あ
る
。
泉
明
は
陶
淵
明
で
あ
り
、
国
会
本
蒙
求
和
歌
の
説
明
で
は
「
泉
明
モ
ト
ハ
測
明
ナ
リ
。
測
字
ヲ
泉
－
一
ナ
セ
ル
事
ハ
唐

高
祖
ノ
誇
ヲ
サ
ル
ユ
ヘ
ナ
リ
。
宋
朝
－
一
ハ
複
旧
ト
云
リ
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
諸
伝
本
と
も
同
文
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
こ
れ
ら
の
一
つ
一
つ
に
就
い
て
、
余
り
に

細
か
な
詮
索
は
し
な
い
が
、
以
上
の
事
例
を
含
め
て
、
蒙
求
、
及
び
蒙
求
和
歌
諸
伝
本
聞
に
前
表
か
ら
次
の
よ
う
な
こ
と
が
言
え
よ
う
か
と
思
う
。

1 

蒙
求
和
歌
の
標
題
を
根
拠
に
す
る
と
、
そ
の
拠
っ
た
蒙
求
は
、
注
の
文
と
の
比
較
で
も
見
た
通
り
、
長
承
本
、
正
倉
院
本
等
の
無
注
本
と
ほ
ぼ
同
一
系

2 
の
、
書
陵
部
本
、
真
福
寺
本
に
最
も
近
く
、
他
の
所
謂
古
豪
求
と
は
甚
だ
遠
い
こ
と
。

書
陵
部
本
、
真
福
寺
本
の
標
題
が
長
承
本
ら
と
異
な
る
と
き
が
あ
り
、
そ
の
場
合
、
蒙
求
和
歌
は
ほ
ぼ
長
承
本
に
拠
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
言
え
ば
、

長
承
本
と
国
会
本
蒙
求
和
歌
が
「
周
公
投
髪
」
と
共
通
し
て
い
る
の
に
、
書
陵
部
蒙
求
は
「
周
公
握
髪
」
と
あ
る
よ
う
に
他
の
蒙
求
と
同
一
で
あ
り
、
ま

た
、
前
二
者
が
「
泉
明
把
菊
」
と
あ
る
の
に
、
真
福
寺
本
が
「
淵
明
把
菊
」
と
な
っ
て
い
る
よ
う
な
例
で
あ
る
。
こ
れ
は
蒙
求
和
歌
が
、
書
陵
部
本
真
福

寺
本
系
に
近
く
は
あ
る
が
、
一
層
長
承
本
寄
り
の
注
の
あ
る
蒙
求
に
拠
っ
て
い
る
ら
し
い
こ
と
を
類
推
さ
せ
る
。



3 

山
岸
本
蒙
求
和
歌
の
標
題
の
中
に
は
、
「
鹿
倹
撃
井
」
「
姐
魔
触
塊
」
「
広
賎
弾
琴
」
「
魯
恭
馴
雑
」
「
秦
窓
論
天
」
「
周
公
握
髪
」
の
よ
う
に
、
他
系
の
伝

本
に
比
べ
る
と
、
後
の
標
題
が
混
合
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
山
岸
本
が
成
立
す
る
際
、
蒙
求
和
歌
二
系
統
本
を
単
に
混
合
し
た
だ
け
に
と
ど
ま
ら

な
い
で
、
そ
の
後
の
注
本
蒙
求
を
も
参
照
し
て
い
る
こ
と
が
類
推
さ
れ
る
。

4 

国
会
本
蒙
求
和
歌
の
標
題
の
中
に
は
、
内
閣
・
山
岸
等
の
他
系
諸
本
と
異
な
る
標
題
を
持
つ
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
「
秦
叢
撃
鞍
」
は
表
で
見
る
よ

う
に
、
他
系
本
と
、
長
承
本
、
書
陵
部
本
蒙
求
と
が
「
秦
彰
警
車
」
と
あ
る
の
に
、
旧
注
以
下
補
注
蒙
求
の
標
題
に
一
致
し
て
い
る
。
ま
た
表
示
し
て
い

な
い
が
、
国
会
本
の
「
動
房
縮
地
」
「
陵
除
無
人
」
は
、
他
系
の
蒙
求
和
歌
伝
本
ゃ
、
長
承
本
・
真
福
寺
本
以
下
す
べ
て
の
蒙
求
が
「
長
房
縮
地
」
「
陵
玩

一
つ
異
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
単
な
る
誤
り
や
変
改
と
考
え
る
か
、
別
の
典
拠
が
あ
る
と
考
え
る
か
を
区
別
す
る
資
料

無
人
」
と
一
致
し
て
い
る
の
に
、

は
、
管
見
で
は
見
当
ら
な
い
。

5 

内
閣
本
蒙
求
和
歌
は
、
前
項
の
国
会
本
特
有
の
標
題
の
中
で
は
、
「
王
道
公
忠
」
（
他
は
「
王
導
公
忠
」
）
が
一
致
す
る
ほ
か
は
、
す
べ
て
国
会
本
と
異
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な
っ
て
い
る
。
内
閣
本
（
一
類
本
）
を
国
会
本
（
二
類
本
）
の
初
稿
本
と
す
る
と
、
精
撰
本
制
作
の
段
階
で
こ
の
異
同
が
生
じ
た
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ

ぅ
。
し
か
し
国
会
本
の
書
写
年
代
が
古
い
だ
け
に
、
別
系
統
の
蒙
求
を
再
び
参
照
す
る
こ
と
は
考
え
が
た
い
か
ら
、
標
題
を
比
較
し
て
、
初
稿
、
精
撰
と

6 
い
う
跡
を
辿
る
こ
と
は
で
き
そ
う
に
な
く
、
寧
ろ
逆
の
方
が
類
推
し
や
す
い
。

長
承
本
蒙
求
本
文
に
も
特
異
な
文
字
を
見
る
こ
と
が
あ
る
。
「
紀
信
作
帝
」
「
劉
霊
解
醒
」
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
、
た
ま
た
ま
、
書
陵
部
本
、
真
福
寺
本

蒙
求
い
ず
れ
に
も
両
段
を
欠
く
が
、
他
の
す
べ
て
の
伝
本
は
「
紀
信
詐
帝
」
或
い
は
、
「
劉
伶
解
醒
」
か
「
劉
伶
解
」
醒
で
あ
る
。
醒
と
魁
は
意
味
に
若

干
の
違
い
は
あ
る
が
、
酔
が
さ
め
る
点
で
は
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
劉
霊
は
人
名
の
上
に
同
音
な
の
で
と
も
か
く
、
作
帝
は
話
の
内
容
か
ら
言
え
ば
詐
帝

と
あ
る
べ
き
処
で
あ
る
。
な
お
「
顔
回
瓢
箪
」
の
「
回
」
は
長
承
本
で
は
「
曲
」
と
誤
っ
て
い
る
が
、
表
で
は
特
に
断
ら
な
か
っ
た
。

即
ち
、
以
上
の
事
実
や
類
推
か
ら
、
蒙
求
和
歌
諸
伝
本
聞
に
お
け
る
標
題
は
、
最
古
本
系
蒙
求
に
拠
っ
て
い
て
そ
の
異
同
が
余
り
多
く
は
な
い
こ
と
が
わ
か
っ

た
が
、
そ
の
殆
ん
ど
は
、
転
写
や
改
編
（
山
岸
本
）
の
過
程
で
生
じ
た
も
の
ら
し
く
、
成
立
そ
の
も
の
に
直
接
か
か
わ
り
そ
う
に
な
い
。
た
だ
そ
の
中
に
あ
っ

て
、
若
干
の
例
か
ら
で
は
あ
る
が
、
習
会
本
系
に
は
注
意
す
べ
き
異
同
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
大
体
に
、
精
撰
さ
れ
た
結
果
と
は
見
倣
し
難
い
こ
と
を
あ
げ
る
こ



と
が
で
き
よ
う
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
注
の
文
と
併
せ
て
考
え
た
い
処
で
あ
る
。

五

内
閣
本
は
平
仮
名
本
で
あ
る
が
、
時
に
片
仮
名
で
書
か
れ
た
部
分
が
あ
る
。
極
く
短
い
段
を
例
に
原
文
の
ま
ま
次
に
示
し
て
み
よ
う
。

夏
候
拾
芥

夏
候
か
云
士
は
経
術
に
明
な
ら
ぬ
事
を
病
と
す
へ
し
実
ニ
能
明
な
れ
は
其
ノ
青
紫
を
取
事
如
シ
僻
拾
地
芥
と
い
へ
り

青
紫
ハ
卿
大
夫
之
服
也
文
タ
ニ
モ
明
ナ
ラ
ハ
卿
大
夫
－
一
ノ
ホ
ラ
ン
事
上
ニ
伏
テ
下
ノ
芥
ヲ
拾
ン
カ
如
ク
心
ウ
ヘ
キ
也
ト
云
リ

あ
く
た
川
つ
き
の
ふ
ね
を
り
お
も
ふ
へ
き
せ
の
ろ
の
る
み
ち
に
な
に
か
ま
よ
は
ん
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即
ち
、
片
仮
名
で
書
か
れ
て
い
る
部
分
は
、
こ
の
話
の
中
で
の
更
に
注
に
相
当
す
る
も
の
で
、
そ
れ
を
二
字
下
げ
、
片
仮
名
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
話
の
本
文

と
自
ら
区
別
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
こ
の
系
統
の
本
文
に
一
致
し
て
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
国
会
本
で
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

夏
侯
拾
芥

漢
ノ
夏
侯
勝
字
長
公
ト
イ
フ
云
ク
ト
士
ハ
経
術
ニ
ア
キ
ラ
カ
ナ
ラ
ヌ
コ
ト
ヲ
病
ト
ス
ヘ
シ
マ
コ
ト
ニ
ヨ
ク
ア
キ
ラ
カ
ナ
ル
ハ
ソ
ノ
青
紫
ヲ

ト
ル
コ
ト
如
僻
テ
拾
ヵ
地
芥
イ
ト
イ
ヘ
リ
僻
フ
ソ
青
紫
ハ
卿
大
夫
ノ
服
ナ
リ
文
ニ
タ
ニ
モ
ア
キ
ラ
カ
ナ
ラ
ハ
卿
大
夫
－
一
ノ
ホ
ラ
ム
コ
ト
ヲ
ヘ
ニ
フ
シ
テ
シ
モ

ノ
ア
ク
タ
ヲ
ヒ
ロ
ハ
ム
カ
コ
ト
ク
ヤ
ス
ク
ウ
ヘ
キ
コ
ト
ナ
リ
ト
イ
ヘ
リ

ア
キ
ラ
ケ
キ
ミ
チ
タ
ニ
ア
ラ
ハ
ク
ラ
ヒ
ヤ
マ
ミ
ヲ
シ
ホ
ラ
テ
モ
心
ナ
ル
ヘ
シ

国
会
本
は
片
仮
名
書
き
な
の
で
そ
れ
に
よ
る
区
別
は
つ
か
な
い
が
、
段
も
こ
こ
は
下
げ
て
い
な
い
の
で
、
体
裁
上
は
本
文
と
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
国
会
本

註
8

は
、
別
稿
で
詳
し
い
報
告
を
し
て
い
る
よ
う
に
、
体
裁
に
首
尾
一
貫
し
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
処
に
よ
っ
て
は
同
様
二
、
三
字
下
げ
に
し
た
り
、
文
は
改
行
に

し
て
い
る
場
合
も
見
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
区
別
を
意
識
し
て
写
し
て
い
た
こ
と
で
は
同
列
で
あ
る
。

註
9

本
文
に
注
を
付
し
、
そ
れ
に
文
注
を
補
い
記
す
の
は
漢
籍
で
は
特
に
屡
と
行
わ
れ
る
。
た
だ
こ
の
蒙
求
和
歌
の
場
合
、
既
に
前
稿
で
触
れ
た
よ
う
に
、
時
に



「
蒙
求
注
」
と
原
中
最
秘
抄
で
呼
ば
れ
て
は
い
る
け
れ
ど
も
、
作
者
の
意
識
と
し
て
は
、
標
題
は
所
謂
題
で
あ
り
、
注
の
説
明
は
所
謂
本
文
で
あ
り
、
必
要
が
あ

れ
ば
そ
れ
に
更
に
注
を
加
え
た
と
い
う
つ
も
り
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
国
会
図
書
館
蔵
の
「
附
音
増
広
古
註
蒙
求
」
の
こ
の
段
の
上
欄
書
入
に
「
青

紫
三
公
卿
大
夫
之
服
之
色
」
と
見
え
る
の
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
注
で
あ
る
限
り
は
、
必
ず
し
も
作
者
自
身
で
な
く
て
も
、

後
人
が
こ
れ
を
加
え
る
こ
と
も
あ
り
え
た
の
で
あ
る
。
今
、
こ
の
「
夏
侯
拾
芥
」
の
両
系
本
の
本
文
を
比
較
し
て
見
る
と
、
い
さ
さ
か
の
相
異
が
あ
る
の
に
気

付
く
で
あ
ろ
う
。
内
閣
本
胃
頭
が
「
夏
候
か
云
」
で
あ
る
の
に
、
国
会
本
が
「
漢
ノ
夏
侯
勝
字
長
公
ト
イ
フ
云
ク
ト
」
と
な
っ
て
い
る
の
が
特
に
大
き
な
異
同

で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
種
の
異
同
が
他
の
章
段
の
両
本
の
間
で
も
か
な
り
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
春
の
部
各
章
段
の
胃
頭
を
幾
つ
か
あ
げ
て
み
る
。

／’－、、

漢
の
高
祖
母
は
劉
甑
云
主
（
漢
祖
龍
顔
）

漢
高
祖
姓
劉
名
邦
字
ハ
季
柿
県
ノ
豊
人
也
母
ハ
劉
櫨
云
主

／’田町、、、

丁
固
夢
の
う
ち
に
云
と
（
丁
回
生
松
）
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楚
漢
代
人
為
項
羽
時
丁
公
名
ハ
固
季
布
ヵ
母
弟
也丁
固
尚
書
タ
リ
シ
時
夢
の
内
三
去
主

..－－－、、

王
祭
若
き
時
人
と
つ
れ
て
云
主
（
王
祭
覆
慕
）

山
陽
人
也

祖
曾
並
為
漢
王
公
＼
＼
貌
王
祭
大
臣
－
一
至
ル
若
カ
リ
シ
時
人
ト
ツ
レ
テ

／ー『＼

襲
勝
は
心
賢
に
し
て
云
主
（
襲
勝
不
屈
）

王
葬
ハ
成
帝
ノ
男
王
長
之
子
初
封
都
候
以
女
ス
メ
ヲ
為
平
帝
后
進
テ
封
安
漢
土
遂
即
真
改
号
新
宅
改
元
建
国
ト
在
位
十
五
年
或
十
八
年
＼
＼
漢
襲
勝
意
賢

ュ
シ
テ
云
主

，，－－－－.、、

王
湛
字
処
仲
と
云
り
云
主
（
済
叔
不
療
）

晋
代
太
原
人
也
身
長
七
尺
八
寸
龍
額
大
ル
鼻
ア
リ
＼
＼
晋
代
王
湛
ト
云
者
ノ
有
リ
字
ハ
処
仲
ト
云
リ
云
主

／’－、、

翻
訓
は
斉
の
国
の
人
也
云
主
（
繭
訓
歴
家
）

後
漢
人
也
＼
＼
繭
訓
ハ
斉
ノ
国
ノ
人
也
云
主



以
上
の
前
者
が
内
閣
本
、
後
者
が
国
会
本
で
あ
る
が
、
比
較
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
れ
ら
冒
頭
の
相
異
は
、
作
者
の
手
に
な
る
か
杏
か
は
別
と
し
て
も
、

後
に
書
き
加
え
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
又
体
裁
の
上
か
ら
も
言
え
る
こ
と
で
国
会
本
に
お
け
る
増
補
分
の
数
言
乃
至
一
、
二

行
は
、
或
い
は
標
題
の
下
に
、
或
い
は
改
行
に
し
て
次
の
文
に
続
け
る
形
で
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
勿
論
同
筆
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
こ
で

も
区
別
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
「
夏
侯
拾
芥
」
で
は
こ
の
体
裁
上
の
区
別
が
な
く
一
つ
な
が
り
に
書
か
れ
て
は
い
る
が
、
「
漢
ノ
夏
侯
勝
字
長
公

ト
イ
フ
云
ク
ト
云
Z

」
と
あ
る
文
の
続
き
工
合
に
も
鼠
入
の
感
が
強
い
し
、
殆
ん
ど
漢
文
の
ま
ま
の
文
も
あ
る
。
こ
こ
で
以
上
例
示
し
た
蒙
求
和
歌
各
章
段
に

対
応
す
る
蒙
求
原
本
の
う
ち
、
書
陵
部
本
又
は
真
福
寺
本
に
残
る
注
又
は
そ
の
官
頭
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

漢
書
夏
侯
勝
字
長
云
嘗
云
仕
病
不
明
ラ
カ
経
術
有
能
明
取
青
紫
如
僻
拾
地
芥
耳
（
書
陵
部
本
）

夏
侯
拾
芥

漢
祖
龍
顔

漢
書
高
祖
姓
劉
名
邦
字
季
為
人
高
奨
而
龍
顔
云
主
（
書
陵
部
本
）

王丁
祭固
覆生
碁：松

会
脅
録
丁
国
為
尚
書
夢
松
出
其
腸
上
調
人
目
松
字
十
八
公
也
十
八
歳
予
其
公
乎
卒
如
夢
駕
失
（
書
陵
部
本
）

貌
志
王
祭
字
仲
宜
山
陽
人
少
聴
悟
也
祖
骨
並
為
漢
三
公
謁
云
主
（
真
福
寺
本
）
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襲
勝
不
屈

漢
書
襲
勝
字
君
賓
云
主
（
書
陵
部
本
）

こ
れ
に
よ
っ
て
、
国
会
本
系
の
蒙
求
和
歌
が
、
最
古
本
系
の
蒙
求
の
注
を
再
び
引
用
す
る
方
法
で
増
補
を
行
っ
た
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。
時
に
応
じ
て
更
に
原

拠
も
参
照
し
た
で
あ
ろ
う
。
「
襲
勝
不
屈
」
の
冒
頭
「
王
葬
ハ
云
ミ
」
な
ど
は
、
話
の
本
筋
か
ら
は
な
れ
た
王
葬
に
関
す
る
文
字
通
り
の
注
で
あ
っ
て
、
所
調
本

文
の
冒
頭
と
し
て
は
甚
だ
不
都
合
で
あ
る
。
国
会
本
系
の
本
文
が
内
閣
本
系
本
文
に
更
に
注
を
加
え
た
よ
う
な
形
で
増
補
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
疑
え
な
い
が
、

蒙
求
和
歌
成
立
の
は
じ
め
の
原
拠
に
係
る
蒙
求
と
増
補
の
時
に
用
い
ら
れ
た
蒙
求
と
が
同
一
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
は
、
両
者
の
成
立
の
聞
に
甚
だ
し
い
時

間
の
隔
り
が
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
と
は
言
え
、
そ
れ
が
制
作
者
自
身
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
。
も
し
作
者
が
加
え
た
も
の
で
あ
れ
ば
、

い
か
に
も
注
が
割
り
込
ん
だ
と
い
う
文
に
な
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
勿
論
こ
の
場
合
も
、
注
の
書
き
入
れ
は
作
者
が
後

に
加
え
、
本
文
に
鼠
入
し
た
の
は
伝
写
の
過
程
で
あ
っ
た
と
す
る
の
も
無
理
で
は
な
い
考
え
で
あ
る
。
国
会
本
の
書
写
年
次
が
、
川
瀬
氏
の
言
わ
れ
る
よ
う
な

建
保
五
、
六
年
以
後
間
も
な
く
の
頃
で
な
い
に
し
て
も
、
鎌
倉
時
代
で
あ
る
こ
と
は
確
か
な
の
で
あ
る
か
ら
、
以
上
の
根
拠
だ
け
で
は
い
ず
れ
と
も
決
め
が
た



く
、
こ
の
増
補
が
早
く
に
行
わ
れ
た
と
言
え
る
に
と
ど
ま
る
の
で
あ
る
。

本
文
の
異
同
は
官
頭
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
内
容
に
立
入
っ
て
、

一
、
二
比
較
し
て
み
よ
う
。
国
会
本
を
底
本
に
右
に
内
閣
文
庫
本
、
左
に
山
岸
博
士

本
を
対
校
し
て
あ
げ
る
。
（
片
仮
名
平
仮
名
の
区
別
は
略
す
。
対
一
校
本
は
両
本
と
も
平
仮
名
〉

王王
稽溶
字ア字懸
・サ・万
・ナ・
ノ、

彰士彰
租治祖

ト
:A 

，、．

リ
。

夢ユ夢
・メ・

み四三
ザつ・

ノ

万
ヲ

・フ・
・シ・

・タ・
・／レ・

．家・
・ノ・
梁
ノ

上ウ上

・ 2二・

カ
ケ
タ
リ
。

ゃ口ゃ
カ
ア

文

の・の

万
を・を

益
・す
ト

見ミ

ア

d心

悪ア悪
・シ・

キ
夢ユ夢

・メ・

ト

おヲ恐

ソ・
レて

おヲ驚
ト・
ロ・

キ・
ケ

リ
。

時
ニ
主
簿
季
牧
ア
ハ
セ
テ
云
ク
、

子
時
・

万
ヲ
州弱
ノ

字

ス

万
ヲ

益マ益
・ス・

ヲ

益
州
ト
ス
。

汝
・チ・

益
州
ノ

刺央IJ
史

ソ・
ナ

フ

ム

ス
フ

ム

O
の
・

ト
ア
ハ
セ
テ
ケ
リ
。
後
－
一
益
州
・
刺
史
ト
ナ
リ
ニ
ケ
リ
。
或
説
云
王
溶
字
士
治
主
簿
字
毅
ト
モ
イ
ヘ
リ
。

の

O
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はカは

'/Jυ、ヵ‘

なセな
く吹く
そハそ

カ
タ
ナ

のヒの
はキは
とナと
てノレて

あタあ
やケや
ふノふ
みヨみ

しヲし
さワき
めケめ
てテて
うソう
れミれ
しツし
き／レき

夢
ノ

かアか
よケよ
ひホひ
ちノ路

山
岸
本
は
混
合
本
と
は
言
え
、
第
三
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
祝
部
は
内
閣
本
系
を
底
本
と
し
て
い
る
よ
う
で
、
そ
れ
と
殆
ん
ど
一
致
し
、
こ
こ
で
は
国
会
本
系

を
参
照
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
程
で
あ
る
。
ま
ず
、
国
会
本
の
歌
の
前
（
本
文
末
尾
）
の
一
行
は
不
審
で
あ
ろ
う
。
他
系
本
の
冒
頭
「
王
渚

字
は
彰
祖
と
云
り
」
と
あ
る
な
ら
ば
と
も
か
く
、
「
王
溶
ア
サ
ナ
ハ
士
治
ト
云
リ
」
と
あ
る
国
会
本
の
み
が
、
何
故
「
或
説
云
王
稽
字
士
治
云
主
」
と
注
を
加
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
考
察
を
加
え
る
上
で
、
こ
の
段
の
蒙
求
自
体
の
古
注
を
二
、
三
の
伝
本
の
中
か
ら
あ
げ
て
み
よ
う
。

晋
書
o

王
溶
字
鼓
祖
。
曾
車
内
販
ぱ
万
於
梁
上
。
其
意
甚
野
乞

o

主
簿
李
牧
日
。
三
万
為
州
。
更
一
万
為
益
州
公
o

其
為
益
州
ノ
守
乎
。
数
日
而
験
。
（
書

陵
部
本
蒙
求
）



晋
王
溶
字
士
理
。
侠
廓
有
大
志
。
夜
夢
懸
三
万
於
屋
梁
上
。
演
奥
文
益
一
万
。
溶
悪
之
。
主
簿
李
毅
賀
目
。
三
万
為
弱
字
。
文
益
一
万
者
。
明
府
其
臨
益

州
乎
。
果
遷
益
州
刺
史
。
（
鵬
斎
・
旧
註
蒙
求
）

晋
壬
溶
字
彰
祖
。
依
廓
有
大
志
。
夜
夢
懸
三
万
於
屋
梁
上
。
須
貝
文
益
一
刀
。
溶
悪
之
。
主
簿
李
毅
賀
日
。
三
万
為
茄
字
。
又
益
者
明
公
其
臨
益
茄
乎
。

果
遷
益
茄
ノ
刺
史
。
（
国
会
図
書
館
蔵
増
広
蒙
求
）

晋
書
。
王
溶
宇
土
治
。
弘
農
湖
人
。
（
中
略
）
夜
夢
懸
三
万
於
臥
屋
梁
上
。
須
央
又
益
一
万
。
渚
意
甚
悪
之
。
主
簿
李
毅
拝
賀
目
。
三
万
為
州
字
。
文
益

一
万
者
。
明
府
其
臨
益
州
乎
。
果
選
益
州
刺
史
。
（
後
略
）
（
補
註
蒙
求
）

話
は
他
愛
の
な
い
夢
合
せ
で
あ
る
が
、
異
同
の
か
ら
く
り
は
単
純
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
ず
王
溶
の
字
が
土
治
と
あ
る
の
は
補
註
蒙
求
だ
け
で
あ
る
。
例

示
し
な
か
っ
た
が
、
応
安
版
蒙
求
、
韓
本
蒙
求
、
古
本
蒙
求
は
い
ず
れ
も
「
晋
王
溶
侠
廓
」
で
始
ま
り
字
は
記
し
て
な
く
、
士
治
の
名
を
見
る
の
は
あ
と
晋
書

巻
第
四
十
二
の
王
溶
伝
の
み
で
あ
る
。
一
方
国
会
本
は
「
ユ
メ
ニ
四
ノ
万
ヲ
フ
シ
タ
ル
家
ノ
梁
ノ
ウ
ヱ
ニ
カ
ケ
タ
リ
」
と
あ
る
。
「
四
ノ
万
」
は
ほ
か
の
伝
本

で
は
皆
「
三
の
万
」
で
あ
り
、
「
フ
シ
タ
ル
家
ノ
」
の
部
分
は
文
他
系
本
に
見
え
な
い
。
こ
れ
ら
を
蒙
求
諸
伝
本
の
注
と
も
比
較
し
て
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
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な
事
実
に
帰
納
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

国
会
本
系
の
「
士
治
」
は
補
注
蒙
求
か
晋
書
に
よ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
本
の
書
写
年
次
か
ら
し
て
後
者
を
考
え
た
い
が
、
そ
う
す
る
と
「
或
説
云
王
溶
宇
土

治
云
主
」
の
言
い
方
に
不
審
が
残
る
。
次
に
「
四
ノ
万
」
は
他
に
見
な
い
の
で
書
陵
部
本
系
蒙
求
に
依
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
「
フ
シ
タ
ル
家
」
は

古
蒙
求
に
は
ど
れ
も
見
え
な
い
言
葉
で
は
あ
る
が
、
そ
の
原
拠
は
「
於
除
畳
梁
上
」
の
見
え
る
補
註
蒙
求
か
晋
書
で
あ
る
と
考
え
る
ほ
か
は
な
い
。
こ
れ
を
内

閣
本
系
の
側
か
ら
見
る
と
、
「
字
ハ
彰
祖
」
は
増
広
本
蒙
求
と
一
致
し
、
書
陵
部
本
の
「
鼓
祖
」
と
は
や
や
異
な
る
も
の
の
、
大
ま
か
に
書
陵
部
本
系
と
考
え

る
な
ら
い
ず
れ
で
も
良
い
で
あ
ろ
う
。
「
フ
シ
タ
ル
家
ノ
」
が
な
い
の
は
、
積
極
的
な
理
由
に
は
な
り
難
い
が
、
ま
た
古
蒙
求
の
注
に
従
う
も
の
と
見
ら
れ

る
。
た
だ
コ
ニ
の
刀
」
は
書
陵
部
本
に
は
従
わ
ず
、
他
の
古
蒙
求
以
下
に
一
致
し
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
以
上
の
事
実
は
、

一
言
を
以
て
す

れ
ば
、
ま
る
で
と
り
と
め
が
な
い
。
全
く
な
っ
て
い
な
い
、
筋
が
通
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
か
ら
私
は
次
の
よ
う
に
類
推
し
た
い
の
で
あ
る
。

国
会
本
系
の
祖
本
の
冒
頭
は
「
王
溶
ア
サ
ナ
ハ
彰
祖
（
叉
は
鼓
祖
）
ト
云
リ
」
と
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
彰
祖
は
事
実
は
王
溶
の
字
で
は
な
い
。
晋
書
巻
三
十
九



の
王
溶
伝
の
中
で
、
落
の
子
決
の
伝
が
「
渋
字
彰
祖
母
越
氏
一
お
よ
と
始
ま
る
の
が
見
え
る
。
晋
の
王
溶
と
王
凌
、
と
も
に
「
オ
ウ
シ
ュ
ン
」
で
あ
る
。
濯
も

波
も
全
く
同
じ
音
。
F
E
1

で
あ
る
。
蒙
求
の
作
者
李
翰
は
、
第
四
節
で
も
見
た
よ
う
に
少
し
そ
そ
っ
か
し
い
人
物
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
書
陵
部
本
が

「
鼓
祖
」
と
あ
る
の
は
転
写
の
際
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。国
会
本
の
祖
本
は
「
彰
祖
」
と
あ
る
蒙
求
に
拠
り
、
本
文
の
冒
頭
も
当
然
そ
れ
に
従
っ
た
が
、
そ
の
本

直
接
に
で
も
よ
し
、
転
写
の
過
程
で
も
よ
し
、
「
士
治
」
と
い
う
字
が
一
方
に
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
、
「
或
説
云
王
溶
字
士
治
云
ミ
」
と
書
き
入
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
類
推
は
一
層
都
合
が
良
い
。
「
士
治
」
の
見
え
る
典
拠
は
同
時
に

そ
の
時
、
或
い
は
本
文
の
「
彰
祖
」
の
わ
き
に
「
士
治
」
と
書
き
入
れ
た
と
す
る
と
、

「
於
臥
屋
梁
上
」
の
句
も
持
っ
て
い
る
。
元
来
「
於
梁
上
」
の
本
文
に
従
っ
て
い
た
国
会
本
の
祖
本
は
た
だ
「
梁
ノ
ウ
ヱ
ニ
」
と
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
後

「
臥
屋
」
を
「
フ
シ
タ
ル
家
ノ
」
と
訳
し
て
又
書
き
入
れ
た
の
で
あ
る
。
あ
と
は
転
写
に
よ
る
鼠
入
を
侠
つ
の
で
あ
る
。
た
だ
「
四
ノ
万
」
が
説
明
に
困
る
。
書

陵
部
本
で
は
四
万
が
梁
上
に
あ
る
夢
を
見
た
と
言
っ
て
い
る
だ
け
で
更
に
一
本
ふ
え
た
と
は
言
っ
て
い
な
い
。
そ
の
四
万
を
王
稽
が
嫌
っ
た
の
を
、
主
簿
ら
が

三
万
と
一
万
に
分
け
て
祝
儀
を
述
べ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
の
古
蒙
求
や
蒙
求
和
歌
の
よ
う
に
、
「
一
万
益
す
」
話
と
な
れ
ば
、
は
じ
め
は
コ
二
万
」
で
な
け

れ
ば
勘
定
が
合
わ
な
い
。
そ
こ
で
国
会
本
は
、
書
陵
部
本
蒙
求
に
あ
る
「
四
万
」
を
不
用
意
に
そ
の
ま
ま
残
し
て
し
ま
っ
た
、
と
見
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。

こ
う
す
る
と
、
国
会
本
の
祖
本
は
内
閣
本
に
甚
だ
接
近
し
て
く
る
。
内
閣
本
は
成
立
し
た
後
、
転
写
の
過
程
で
の
変
化
は
あ
る
が
、
こ
こ
の
本
文
だ
け
で
み
る- 63 -

と
、
国
会
本
の
原
形
に
近
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
ふ
し
が
あ
る
。
彰
祖
に
疑
問
を
持
っ
て
い
な
い
。
書
陵
部
本
の
「
四
万
」
が
晋
書
で
コ
二
万
：
：
：
須

央
益
一
万
」
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
「
益
州
」
と
付
会
さ
せ
る
改
変
の
よ
う
に
も
見
え
る
が
、蒙
求
和
歌
諸
伝
本
が
そ
れ
に
従
っ
て
い
る
の
は
、書
陵
部
本
を

原
拠
に
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
の
み
に
拠
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
国
会
本
も
内
閣
本
も
、
こ
の
話
の
運
び
方
な
ら
コ
二
万
」
で
良
い
。
た
だ
内

閣
本
は
、
原
拠
の
蒙
求
以
外
の
本
で
、
こ
こ
は
内
容
を
積
極
的
に
改
め
よ
う
と
は
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
両
者
の
接
近
に
も
拘
ら
ず
、
全
く
異
な
る
の
は
和
歌
で
あ
る
。
国
会
本
の
こ
の
歌
の
意
味
は
難
解
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
伝
写
本
か
と
思
わ

れ
る
彰
考
館
蔵
本
は
「
カ
セ
フ
ケ
ハ
カ
タ
ナ
ヒ
キ
ナ
ル
タ
ケ
ノ
ヨ
ヲ
ハ
チ
テ
ソ
ミ
ツ
ル
ユ
メ
ノ
ア
ケ
ホ
ノ
」
と
写
し
て
い
る
し
、
同
系
の
保
孝
書
写
の
本
な
ど

も
皆
同
じ
で
あ
る
。
が
、
ど
ち
ら
に
し
て
も
要
領
の
え
な
い
歌
で
あ
る
。
国
会
本
の
歌
が
常
に
難
解
な
わ
け
で
は
な
い
が
、
い
ず
れ
が
原
型
の
歌
か
の
判
定
は

な
か
な
か
む
ず
か
し
い
。
私
は
こ
の
点
で
の
判
断
も
つ
け
難
い
と
は
思
う
が
、
臆
測
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
国
会
本
に
お
け
る
本
文
の
改
作
は
光
行
本
人
で



は
あ
る
ま
い
と
思
っ
て
お
り
、
歌
は
、
い
ず
れ
と
も
決
め
か
ね
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
ま
た
ど
ち
ら
か
を
改
作
と
す
る
に
せ
よ
作
者
本
人
の
な
せ
る
こ
と
か
ど

う
か
は
問
題
で
あ
る
。

さ
て
、
蒙
求
和
歌
の
章
段
は
二
百
数
十
段
に
及
ぶ
の
で
あ
る
か
ら
、
僅
か
一
段
や
二
段
の
異
同
で
す
べ
て
の
関
係
を
推
し
量
る
の
は
無
理
で
あ
ろ
う
。
ど
の

系
統
の
本
も
、
本
文
か
ら
歌
か
ら
殆
ん
ど
変
ら
な
い
と
い
う
段
も
あ
る
し
、
変
っ
て
い
る
場
合
で
も
、
国
会
本
が
常
に
増
補
改
鼠
本
文
を
持
っ
て
い
る
と
は
言

い
切
れ
な
い
。
全
般
的
に
見
て
、
そ
の
傾
向
が
顕
著
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
更
に
各
段
を
採
り
上
げ
て
吟
味
を
す
る
と
一
層
良
い
の
で
あ
る
が
、
徒
ら
に
長

く
な
る
上
に
紙
幅
が
な
い
。
そ
こ
で
や
や
長
い
が
、
異
同
が
特
に
多
い
一
段
を
え
ら
ん
で
次
に
あ
げ
、
こ
の
傾
向
の
ほ
か
に
も
、
な
お
考
え
る
べ
き
余
地
の
あ

る
事
を
示
し
て
お
こ
う
。

慮
充
幽
婚

漢－
ノ・
虚
充
ノ、

活
陽
の・の

人
也
。

城
の・の

西

十千
里

崖
少
府
カ
墓
あ有あ

リ
。

虚・
充・
行ユ行
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シ
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ノレ
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孔
氏
志
佐
。
虚
充
落
陽
人
ト
。
城
ノ
西
舟
里
有
握
少
府
墓
。
充
因
猟
逐
聾
。
忽
至
朱
門
ヲ
官
舎
。
有
人
迎
充
進
見
ュ
崖
少
府
ュ
。
雀
云
近
ク
得
公
尊
府
君
書
。

為
君
索
モ
吾
小
女
。
故
相
迎
耳
。
将
モ
書
示
充
。
乃
充
亡
父
手
札
也
o
w佳
乃
命
女
粧
婦
女
有
娘
失
。
生
男
子
則
当
相
還
送
之
。
生
女
当
留
養
。
充
至
門
執

別
。
贈
充
衣
余
令
車
送
充o
E

遂
至
家
。
経
三
年
後
三
月
三
日
。
臨
水
戯
ル
0

・
忽
見
水
上
二
債
車
。
乍
浮
乍
沈
既
達
子
岸
。
充
見
車
ノ
中
。
見
崖
女
与
三

歳
男
児
六
載
女
。
抱
児
還
。
充
文
贈
詩
一
首
及
金
椀
一
枚
。
俄
市
不
見
。
将
児
還
四
坐
謂
是
鬼
児
愈
逮
唾
之
。
衆
人
初
雄
佐
悪
停
省
其
詩
。
歎
充
生
々

玄
通
。
児
及
長
歳
歴
数
郡
ノ
守
。
三
千
石
。
皆
著
鰻
。
後
桓
漢
ノ
尚
書
。
桓
子
銃
貌
司
空
冠
。
蓋
至
今
相
承
也
。

こ
の
段
は
補
注
蒙
求
も
「
旧
注
引
孔
子
志
怪
日
」
で
始
ま
り
、
蒙
求
諸
注
の
聞
に
異
同
は
少
い
が
、
書
陵
部
本
は
こ
の
段
で
は
他
本
に
比
べ
て
、
め
ず
ら
し
く

最
も
長
い
注
を
持
っ
て
お
り
、
蒙
求
和
歌
が
全
然
触
れ
て
い
な
い
部
分
も
あ
る
。
こ
の
原
拠
と
蒙
求
和
歌
伝
本
間
の
異
文
と
の
関
係
に
考
察
を
加
え
る
な
ら
、

一
見
し
た
だ
け
で
問
題
が
多
い
と
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
と
も
か
く
国
会
本
に
は
圧
倒
的
な
増
補
が
見
ら
れ
る
。
左
側
の
山
岸
本
は
、
こ
の
段
で
は
国
会
本
に
接

近
し
て
い
る
。
内
閣
本
で
も
、
量
こ
そ
少
い
が
国
会
本
に
見
え
な
い
語
句
が
あ
る
。
和
歌
も
全
く
異
な
る
。
あ
れ
こ
れ
論
ず
べ
き
点
は
多
い
が
、
大
筋
は
従
前

と
変
ら
ず
、
明
ら
か
な
解
答
も
俄
か
に
は
得
ら
れ
そ
う
も
な
い
の
で
、
煩
を
避
け
、
省
略
に
従
っ
て
お
こ
う
。
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蒙
求
和
歌
の
中
か
ら
、
勅
撰
集
に
歌
が
採
ら
れ
て
い
る
の
は
、
続
後
撰
集
巻
十
七
、
雑
中
の
次
の
歌
一
首
で
あ
る
。

楚
屈
原
を

結
ぶ
手
に
濁
る
し
づ
く
も
あ
る
も
の
を
ひ
と
り
す
み
け
る
山
の
井
の
水

源
光
行

蒙
求
和
歌
「
屈
原
沢
畔
漁
父
江
浜
」
の
歌
で
あ
る
が
、
諸
伝
本
と
も
あ
い
に
く
す
べ
て
同
文
で
、
こ
の
歌
が
ど
の
系
統
の
本
に
依
っ
て
採
ら
れ
た
か
判
別
が

註
叩

つ
か
な
い
。
稲
賀
敬
二
氏
は
蒙
求
和
歌
と
紫
明
抄
を
比
較
さ
れ
、
こ
の
屈
原
の
話
が
共
通
し
て
出
て
く
る
の
に
着
目
し
て
そ
の
原
拠
を
探
っ
て
お
ら
れ
る
。
氏

も
、
光
行
が
こ
の
著
を
蒙
求
だ
け
に
拠
っ
た
の
で
は
な
い
事
を
示
唆
さ
れ
て
い
る
が
、
蒙
求
和
歌
、
異
本
紫
明
抄
、
紫
明
抄
の
三
著
が
「
治
浪
ノ
水
ス
メ
ラ
バ



ワ
ガ
緩
ヲ
ス
、
グ
ベ
シ
、
治
浪
ノ
水
－
一
ゴ
ラ
パ
ワ
ガ
ア
シ
ヲ
ア
ラ
フ
ベ
シ
」
の
漁
交
の
詞
を
含
む
点
を
根
拠
と
し
て
、
こ
れ
に
対
す
る
漢
文
の
句
が
蒙
求
（
学

津
討
原
本
）
に
な
い
か
ら
、
三
者
と
も
、
文
選
・
楚
辞
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
て
い
る
の
に
は
多
少
問
題
が
あ
る
。
こ
の
段
の
最
古
注
の
蒙
求
は
、
折
あ

し
く
、
書
陵
部
本
に
も
真
福
寺
本
に
も
欠
け
て
い
て
、
直
接
比
較
は
で
き
な
い
が
、
そ
れ
に
や
や
近
い
鵬
斎
の
旧
註
蒙
求
や
、
増
広
本
蒙
求
に
は
実
は
そ
の
詞

サ
ウ
ラ
ウ
ノ
ス
メ
ラ
ハ
’
ソ
、
ク
ヲ
カ
エ
イ
ヲ

が
見
え
る
の
で
あ
る
。
天
文
六
年
云
々
の
識
語
を
持
つ
東
京
大
学
図
書
館
蔵
本
附
音
増
広
古
注
蒙
求
の
そ
の
部
分
は
「
治
浪
之
水
清
可
予
以
テ
濯
二
予
鰻

J
治

浪
ノ
之
水
濁
ラ
ハ
可
三
以
テ
戸
記
長
」
と
あ
り
、
こ
こ
は
寧
ろ
蒙
求
原
本
を
訓
読
し
た
も
の
を
、
そ
の
ま
ま
読
み
下
し
文
に
し
て
載
せ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ

う
。
そ
こ
で
、
こ
の
詞
に
限
っ
て
は
、
一
ニ
者
の
共
通
性
は
原
拠
た
る
蒙
求
に
依
る
の
で
あ
っ
て
、
三
者
聞
に
於
け
る
直
接
の
親
密
さ
を
示
す
根
拠
と
は
な
り
が

た
い
の
で
は
あ
る
が
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
蒙
求
和
歌
が
文
選
や
楚
辞
を
こ
こ
で
参
照
し
て
い
な
い
と
も
、
三
者
聞
に
親
密
関
係
が
な
い
と
も
言
え
な
い
で
あ

ろ
う
。
蒙
求
和
歌
の
国
会
本
は
内
閣
本
よ
り
も
や
や
増
補
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
両
本
聞
に
そ
う
大
き
な
異
同
は
な
く
、
た
だ
、
稲
賀
氏
も
直
接
の
原
拠
が
不

詳
と
さ
れ
て
い
る
屈
原
の
死
後
の
条
は
、
そ
の
少
し
前
の
「
懐
王
ニ
イ
タ
ラ
ム
ト
ス
ル
ヲ
」
の
処
か
ら
国
会
本
で
は
改
行
に
、
内
閣
本
で
は
二
字
下
げ
片
仮
名

書
き
と
な
っ
て
、
蒙
求
の
内
容
と
は
少
し
区
別
し
て
－
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
は
本
文
（
注
）
の
注
な
の
で
あ
り
、
紫
明
抄
に
こ
の
注
を
含
め
た
内
容
が
続
け
て

出
て
く
る
点
に
、
寧
ろ
両
者
の
親
密
さ
を
示
す
根
拠
を
求
め
る
べ
き
か
も
知
れ
な
い
。
そ
し
て
紫
明
抄
の
作
者
が
見
た
蒙
求
が
、
や
は
り
書
陵
部
本
系
で
あ
っ
- 67 ー

た
こ
と
は
次
の
証
拠
に
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。
即
ち
、
紫
明
抄
（
京
都
大
学
園
文
研
究
室
蔵
本
・
角
川
書
店
版
に
よ
る
〉
の
巻
第
二
十
、

若
菜
下
の
「
掛
冠
」
を
説
明
す
る

中
で
、
「
蒙
求
逢
繭
掛
冠
」
と
記
し
て
、

後
漢
逢
蔚
、
字
子
康
、
北
海
人
、
掛
冠
避
世
幡
東

と
あ
る
の
が
そ
れ
で
、
こ
れ
は
短
い
け
れ
ど
も
注
の
一
部
で
は
な
い
。
書
陵
部
本
は
全
く
同
じ
に

後
漢
逢
蔚
字
子
康
北
海
人
掛
冠
都
世
塙
東

と
あ
り
、
他
の
所
調
古
豪
求
の
注
は
次
の
三
通
り
で
あ
る
。

後
漢
逢
粛
。
字
子
廉
。
掛
冠
避
世
於
遼
東
不
仕
（
応
安
版
・
古
本
・
韓
本
蒙
求
）

後
漢
逢
粛
。
宇
子
廉
。
北
海
人
也
。
掛
冠
避
世
遼
東
而
不
在
。
（
旧
註
蒙
求
）



後
漢
逢
蔚
。
字
子
廉
。
北
海
人
也
。
掛
冠
避
世
於
遼
東
而
不
仕
也
。
（
附
音
増
広
古
註
蒙
求
）

補
注
蒙
求
が
こ
れ
に
数
倍
す
る
注
を
持
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
い
ず
れ
も
簡
潔
な
注
を
も
っ
古
豪
求
の
中
で
も
、
紫
明
抄
所
引
の
注
は
書
陵
部
本
の
み
と
一

致
し
て
い
る
。
逢
蔚
の
字
名
が
「
子
康
」
と
あ
る
の
は
後
漢
書
巻
第
七
十
三
逸
民
伝
に
見
え
る
の
と
一
致
し
、
他
の
古
注
は
「
子
廉
」
、
補
注
で
は
「
子
慶
」

と
伝
え
て
い
る
。
「
塙
東
」
と
「
遼
東
」
、
「
不
仕
」
の
有
無
等
指
摘
す
る
ま
で
も
な
い
。
こ
の
段
は
蒙
求
和
歌
の
ど
の
伝
本
に
も
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
に

よ
っ
て
、
両
者
の
蒙
求
説
話
に
関
す
る
親
密
さ
が
一
層
明
確
に
な
る
わ
け
で
あ
り
、
こ
れ
は
両
作
品
の
作
者
の
関
係
及
び
成
立
年
次
を
考
え
れ
ば
、
蓋
し
当
然

と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
紫
明
抄
と
不
離
不
即
の
間
柄
に
あ
る
原
中
最
秘
抄
の
幻
の
巻
に
、
「
蒙
求
注
略
行
云
」
と
し
て
蒙
求
和
歌
の
子
公
高
門
が
引
用
さ
れ
て
い
る
の
は
既
に
述

べ
た
が
、
河
海
抄
薄
雲
の
巻
で
、
源
氏
の
「
こ
の
か
と
ひ
ろ
け
さ
せ
給
て
」
に
「
子
公
高
門
事
歎
蒙
求
在
之
」
と
し
て
引
用
し
て
あ
る
文
も
同
様
に
こ
の
文
で
あ

る
。
蒙
求
和
歌
の
内
閣
本
系
は
こ
の
段
が
目
録
の
み
に
名
を
と
ど
め
本
文
が
欠
け
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
文
が
い
ず
れ
の
系
統
よ
り
引
用
し
た
か
は
又
詳
か

で
な
い
。
し
か
し
、
例
示
す
る
の
は
省
く
が
、
原
中
最
秘
抄
と
河
海
抄
所
引
の
両
文
は
殆
ん
ど
一
致
し
、
国
会
本
蒙
求
和
歌
と
も
山
岸
本
と
も
そ
れ
ぞ
れ
や
や- 68 ー

目
立
っ
た
異
同
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
元
来
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
内
閣
本
の
こ
の
段
の
本
文
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
一
事
を
以
て
、
そ
れ
ら
注
釈
書
が
内

閣
本
系
の
蒙
求
和
歌
を
引
用
し
た
と
す
る
根
拠
に
ま
で
は
な
り
難
い
。

註
U

次
に
、
野
村
八
良
氏
が
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
根
来
本
（
延
慶
本
）
平
家
物
語
の
中
に
は
蒙
求
和
歌
の
歌
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
氏
の
指
摘
さ
れ

た
巻
一
舟
二
、
「
漢
王
の
使
に
蘇
武
を
胡
国
へ
被
遣
事
」
の
条
に
あ
る
そ
の
歌
の
そ
の
前
後
を
示
し
て
み
よ
う
。
（
吉
沢
義
則
校
註
本
に
よ
る
）

故
郷
を
隔
て
只
具
類
を
の
み
見
る
事
の
悲
き
と
て
、
李
陵
蘇
武
か
許
へ
五
言
の
詩
を
送
れ
りo

其
詞
云
携
バ
テ
手
ヲ
上
コ
河
梁
一
一
、
遊
子
暮
何
之
、
二
局

一
層
独
南
ュ
朔
カ
ケ
ル
、
余
自
留
ニ
新
館
一
、
子
今
帰
故
郷
ニ
是
れ
五
言
の
詩
の
始
也
、
此
心
を
よ
め
る
に
や

倶
ニ
北
飛
、

同
じ
江
に
む
れ
ゐ
る
属
の
哀
に
も
返
る
波
路
を
飛
を
く
れ
ぬ
る

中

略

使
を
は
鷹
使
と
も
い
へ
る
と
か
や
、
又
臆
の
足
に
結
付
た
り
け
る
か
玉
の
様
に
円
か
り
け
れ
は
玉
っ
さ
と
も
申
也
、



へ
た
て
こ
し
昔
の
秋
に
あ
は
ま
し
や
こ
し
ち
の
臆
の
し
る
へ
な
ら
す
は

と
源
光
行
か
詠
せ
し
も
理
と
そ
覚
る
。

前
の
歌
が
蒙
求
和
歌
の
「
李
陵
初
詩
」
、
後
者
が
「
蘇
武
持
節
」
の
歌
で
あ
り
、
は
じ
め
の
五
言
詩
は
蒙
求
和
歌
に
も
そ
の
ま
ま
採
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ

の
条
の
少
し
前
に
は
、
氏
の
指
摘
か
ら
は
漏
れ
て
い
る
が
、
「
王
祭
覆
泰
」
か
ら

帰
る
腐
隔
る
雲
の
余
波
ま
て
同
し
跡
を
そ
思
つ
ら
ね
し

の
歌
が
見
え
、
更
に
も
う
一
首
、
第
二
廿
九
「
左
少
弁
行
隆
事
」
の
条
に
は

遂
に
か
く
花
さ
く
秋
に
な
り
に
け
り
世
々
に
し
ほ
れ
し
庭
の
あ
さ
か
ほ

と
「
顔
朗
建
剥
」
か
ら
引
用
し
て
い
る
。

さ
て
、
こ
れ
ら
の
段
は
蒙
求
和
歌
諸
本
す
べ
て
に
見
え
る
が
、
は
じ
め
の
で
は
、
内
閣
本
と
山
岸
本
が
第
五
句
「
と
ひ
お
く
れ
け
る
」
と
あ
る
だ
け
で
、
あ

と
は
こ
の
歌
と
同
文
で
あ
る
。
た
だ
、
次
の
「
へ
た
て
こ
し
」
の
歌
は
異
な
っ
て
い
て
、
国
会
本
は
、
第
二
・
三
句
が
「
ミ
ヤ
コ
ノ
ア
キ
ニ
ア
ハ
マ
シ
キ
」
と
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な
っ
て
い
る
が
、
内
閣
本
で
は
、

さ
て
も
猶
ふ
み
か
よ
ふ
へ
き
く
も
ち
か
は
は
っ
か
り
か
ね
の
た
よ
り
な
ら
で
は

と
あ
り
、
山
岸
本
は
こ
の
ニ
首
と
も
に
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、
「
帰
る
腐
」
で
は
、
内
閣
本
と
山
岸
本
は
上
旬
が
「
う
ち
み
た
れ
霞
に
き
え
て
ゆ
く
か
り
は
」
と

全
く
異
な
り
、
最
後
の
歌
で
は
、
第
二
句
の
「
花
さ
く
秋
に
」
が
国
会
本
で
は
「
ハ
ル
サ
ヘ
ア
キ
－
こ
、山
岸
本
第
一
首
で
は
「
は
か
な
く
秋
に
」
と
あ
る
ほ

か
、
結
句
の
「
庭
の
あ
さ
か
ほ
」
が
国
会
本
で
「
ヨ
ハ
ノ
ア
サ
カ
ヲ
」
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
内
閣
本
と
山
岸
本
第
二
首
で
は

思
へ
た
ふ
日
か
け
に
あ
は
ぬ
あ
さ
か
ほ
の
よ
与
に
し
ほ
れ
し
老
の
末
は
を

と
別
の
歌
が
あ
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
細
か
い
点
で
は
問
題
は
残
る
が
、
延
慶
本
平
家
物
語
の
作
者
は
、
国
会
本
系
の
蒙
求
和
歌
に
拠
っ
た
と
推

察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
時
代
は
こ
れ
よ
り
大
部
下
る
け
れ
ど
も
、
漢
故
事
和
歌
集
に
も
、
蒙
求
和
歌
の
歌
が
五
首
含
ま
れ
て
い
る
。
漢
故
事
和
歌
集
は
、
そ
の
成
立
に
就
い



註
ロ

て
既
に
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
、
中
国
説
話
三
十
六
話
に
材
を
採
っ
た
七
十
首
か
ら
成
る
類
題
和
歌
集
で
あ
る
。
唐
物
語
か
ら
半
分
の
三
十
五
首
を
採
っ

て
い
る
の
に
つ
い
で
、
蒙
求
和
歌
所
収
の
歌
五
首
が
な
ら
ん
で
（
一
連
番
号
でω
l
臼
）
見
え
る
。
一
話
ご
と
に
添
え
ら
れ
た
出
典
の
漢
文
を
除
い
て
、
そ
の

歌
の
み
を
列
挙
し
て
み
る
。
（
誓
霊
蔵
本
〉

側
結
ふ
手
に
濁
る
清
水
も
有
も
の
を
ひ
と
り
す
み
け
る
山
の
ゐ
の
み
つ
（
屈
原
）

（
を
イ
〉

側
こ
れ
や
此
野
へ
の
錦
も
あ
さ
し
と
て
ね
に
鳴
虫
の
う
ら
み
け
る
か
な
（
伺
親
断
機
）

闘
す
み
あ
れ
し
桓
ね
の
う
つ
き
に
花
咲
て
昔
に
か
へ
る
玉
河
の
里
（
孟
嘗
還
珠
）

（
に
イ
〉

側
さ
で
も
さ
は
ふ
み
か
よ
ふ
へ
き
雲
路
か
は
初
雁
か
ね
の
た
よ
り
な
ら
す
は
（
蘇
武
持
節
）

倒
へ
た
て
こ
し
都
の
秋
に
あ
は
ま
し
ゃ
越
路
の
雁
の
し
る
へ
な
ら
す
は
（
右
同
）

こ
の
中
で
酬
は
、
前
述
の
よ
う
に
続
後
撰
雑
中
所
収
の
歌
で
あ
り
、
五
首
の
内
こ
の
題
だ
け
が
蒙
求
の
標
題
と
異
な
る
の
で
、
漢
故
事
和
歌
集
の
作
者
に
は
、

続
後
撰
か
ら
の
引
用
と
い
う
意
識
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

そ
こ
で
以
上
の
歌
を
、
蒙
求
和
歌
諸
本
の
中
で
見
る
と
ど
う
な
る
で
あ
ろ
う
。
前
と
同
じ
方
法
の
三
本
対
比
で
示
し
て
み
る
。
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------------------------------ き
て
も
猶
ふ
み
か
よ
ふ
へ
き
雲
路
か
は
は
っ
腐
か
ね
の
た
よ
り
な
ら
す
は



倒
ヘ
タ
テ
コ
シ
ミ
ヤ
コ
ノ
ア
キ
ニ
ア
ハ
マ
シ
キ
コ
シ
チ
ノ
カ
リ
ノ
シ
ル
ヘ
ナ
ラ
ス
ハ

秋
・
や

管
見
に
入
っ
た
二
十
余
本
の
蒙
求
和
歌
伝
本
の
中
に
は
、
こ
れ
と
一
、
二
文
字
筆
写
に
よ
る
誤
り
な
ど
を
持
つ
も
の
も
あ
る
が
、
す
べ
て
は
以
上
に
尽
き
る
で

あ
ろ
う
。
細
か
い
異
同
は
別
に
し
て
、
漢
故
事
和
歌
集
は
、
制
倒
倒
は
国
会
本
系
（
二
類
本
）
、
倒
は
内
閣
本
系
（
一
類
本
）
、
剛
は
い
ず
れ
か
の
本
、
に
よ
っ

て
引
用
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
混
合
本
で
あ
る
山
岸
本
（
三
類
本
）
の
み
に
拠
っ
た
と
す
る
の
で
は
少
し
不
都
合
で
あ
る
。
即
ち
、
倒
闘
は
山
岸
本
に
二
首

ず
つ
見
え
る
段
で
あ
る
か
ら
良
い
と
し
て
も
、
側
は
内
閣
本
系
の
一
首
を
載
せ
て
い
る
だ
け
な
の
で
、
現
存
本
形
態
か
ら
察
す
る
と
、
こ
の
集
は
、
国
会
・
内

閣
両
系
の
本
の
蒙
求
和
歌
を
参
照
し
た
と
い
え
る
。
尤
も
、

和
歌
集
の
歌
は
、
細
か
く
見
る
と
見
逃
せ
な
い
異
文
も
あ
る
。
酬
の
「
清
水
も
」
は
蒙
求
和
歌
で
は
す
べ
て
「
シ
ッ
ク
モ
」
で
あ
り
、
側
の
第
四
句
「
ね
に
鳴

虫
の
」
は
蒙
求
和
歌
で
は
「
ハ
タ
ヲ
ル
虫
ノ
」
、
倒
の
第
一
句
「
す
み
あ
れ
し
」
は
「
あ
れ
は
て
し
」
、
闘
の
「
さ
て
も
さ
は
」
は
「
さ
て
も
猶
」
等
と
あ
っ

て
、
そ
れ
ら
は
、
両
作
品
の
す
べ
て
の
伝
本
を
参
照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
一
致
し
な
い
。
漢
故
事
和
歌
集
編
者
の
見
た
蒙
求
和
歌
の
中
に
は
、
或
い
は
現
存

一
本
に
他
本
の
校
合
を
付
し
た
伝
本
に
拠
っ
た
と
す
れ
ば
こ
の
限
り
で
は
な
い
。
ま
た
、
漢
故
事

諸
本
と
も
い
さ
さ
か
異
な
る
伝
本
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
、
蒙
求
和
歌
の
本
文
な
り
歌
な
り
が
引
用
さ
れ
て
い
る
書
を
幾
っ
か
見
て
き
た
が
、
そ
れ
ら
の
拠
っ
た
蒙
求
和
歌
の
伝
本
は
、
い
ず
れ
か
と
言
え
ば
国

会
本
系
に
重
く
、
内
閣
本
系
が
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
と
も
言
え
る
程
度
で
あ
ろ
う
。
成
立
と
は
直
接
か
か
わ
ら
な
い
問
題
で
は
あ
る
が
、
本
書
の
諸
伝
本
が
、

か
な
り
広
く
読
ま
れ
て
い
た
と
い
う
伝
流
の
一
端
を
示
し
て
み
た
の
で
あ
る
。
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七

最
後
に
、
蒙
求
和
歌
の
序
肢
の
文
に
就
い
て
簡
単
に
触
れ
、
こ
の
成
立
に
就
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
内
閣
本
（
一
類
本
）
に
、
他
系
本
に
見
え
る
真
名
と

仮
名
の
序
文
を
欠
く
こ
と
は
、
こ
れ
を
初
稿
本
と
考
え
る
一
つ
の
根
拠
と
も
な
っ
て
い
る
が
、
以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
諸
伝
本
間
に
於
け
る
各
標
題
、
本



文
（
注
）
、
歌
な
ど
を
比
較
し
た
結
果
で
は
必
ず
し
も
そ
う
と
言
い
切
れ
な
か
っ
た
。

た
だ
本
文
に
就
い
て
は
、内
閣
本
が
国
会
本
の
原
型
に
近
い
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
た
が
、
一
方
、
内
閣
本
は
、
現
存
本
の
体
裁
が
伝
流
の
過
程
で
脱
落
な
ど
の
生
じ
た
形
跡
を
多
く
残
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
序
文
の
欠
く

の
を
、
初
稿
本
な
る
故
と
考
え
て
よ
い
か
ど
う
か
、
疑
え
な
い
こ
と
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
尤
も
、
内
閣
本
の
序
文
が
脱
落
し
た
と
考
え
る
に
は
、
現
存
本
の
歌

数
に
問
題
が
あ
る
。
国
会
本
の
序
に
よ
る
と
、
そ
れ
は
「
歌
詠
二
百
五
十
、
分
其
題
於
春
秋
、
巻
成
一
十
有
四
」
と
あ
り
、
国
会
本
の
章
段
数
二
五
一
に
ほ
ぼ

一
致
し
て
い
る
。
国
会
本
に
は
現
在
歌
を
欠
く
段
が
十
あ
る
け
れ
ど
も
、
本
来
は
す
べ
て
に
詠
歌
を
見
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
序
文
に
言
う
歌
数
は
、
現
存
の
段

数
で
見
て
差
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
三
百
首
の
詠
歌
を
持
つ
山
岸
本
も
、
序
文
の
「
二
百
五
十
」
は
そ
の
ま
ま
で
あ
り
、
内
閣
本
は
章
段
の
実
数
二
一
三
、
目

録
の
標
題
の
数
で
も
二
三
七
で
あ
る
か
ら
、
到
底
及
ば
な
い
の
で
あ
る
。
序
文
の
歌
数
が
動
か
な
い
も
の
で
あ
る
と
し
た
ら
、
内
閣
本
は
序
文
の
添
え
ら
れ
る

以
前
の
形
、
即
ち
初
稿
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
、
或
い
は
逆
に
、
内
閣
本
の
雑
部
に
大
量
の
脱
落
を
想
定
す
る
か
の
二
つ
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
前
者
で
あ
れ

ば
、
序
文
が
政
文
の
あ
と
に
書
か
れ
た
こ
と
に
な
り
、
後
者
で
あ
れ
ば
、
欧
文
だ
け
を
残
し
て
巻
末
に
脱
落
を
生
じ
た
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
後
考
を
侠
ち

蒙
求
和
歌
の
成
立
年
次
は
、
序
に
よ
る
と
次
の
よ
う
に
明
確
で
あ
る
。
即
ち
「
子
時
元
久
甲
子
之
歳
。
初
秋
壬
申
之
日
」
と
真
名
序
に
あ
り
、
元
久
元
年
- 72 -
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（
一
二O
四
）
七
月
十
二
日
に
当
る
の
で
あ
る
。
百
詠
和
歌
が
そ
の
序
文
か
ら
、同
年
十
月
の
成
立
と
認
め
ら
れ
る
の
で
、
光
行
は
ま
ず
蒙
求
和
歌
を
書
き
、

次
の
三
ヶ
月
で
百
詠
和
歌
を
脱
稿
し
、
既
に
侠
書
と
な
っ
た
新
楽
府
和
歌
も
、
恐
ら
く
は
引
き
続
い
て
執
筆
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
何
故
な
ら
、

孝
範
の
政
文
、
光
行
の
自
肢
と
、
両
者
が
唱
和
し
た
漢
詩
の
す
べ
て
に
こ
の
三
作
品
の
こ
と
が
記
さ
れ
、
常
に
、
蒙
求
、
百
詠
、
新
楽
府
の
順
に
な
っ
て
い
る

こ
と
と
、
各
序
文
に
依
っ
て
蒙
求
和
歌
と
百
詠
和
歌
の
前
後
が
こ
れ
に
従
う
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
野
村
八
良
氏
の
指
摘
に
あ
る
よ
う
に
、
光
行
は
そ
の

後
「
朗
詠
百
首
」
（
群
書
類
従
巻
第
百
七
十
五
所
収
）
を
制
作
し
た
ら
し
い
が
、
以
上
の
三
作
品
は
三
部
作
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

孝
範
が
光
行
か
ら
見
せ
ら
れ
た
時
は
、
既
に
こ
の
三
作
品
す
べ
て
が
完
成
し
て
か
ら
で
あ
ろ
う
か
、
孝
範
の
駿
文
は
と
も
か
く
こ
の
三
部
作
に
対
し
て
の
讃

辞
で
あ
っ
て
、
光
行
の
は
、
師
の
辞
へ
の
応
答
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
添
え
ら
れ
た
漢
詩
と
和
歌
は
唱
和
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
政
文
が
蒙
求
和
歌
と
百
詠

和
歌
と
で
全
く
一
致
し
て
い
る
の
は
尤
も
で
あ
り
、
供
書
の
新
楽
府
和
歌
に
も
恐
ら
く
同
文
の
肢
を
見
た
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
更
に
糊
っ
て
考
え
る
と
、
こ
の



三
作
品
が
一
纏
り
に
さ
れ
て
い
た
当
初
に
あ
っ
て
は
、
駿
文
は
そ
の
一
つ
一
つ
に
添
え
ら
れ
る
必
要
は
な
く
、
全
体
の
末
尾
、
新
楽
府
和
歌
の
奥
に
添
え
ら
れ

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
も
想
像
さ
れ
る
。
孝
範
は
「
歌
余
数
百
首
、
巻
及
数
十
軸
」
と
言
い
、
光
行
は
「
所
謂
撰
蒙
求
之
中
叙
十
四
巻
。
抽
百
詠
之
句
連
十

二
巻
、
述
楽
府
之
章
分
五
箇
巻
」
（
山
岸
本
で
は
「
五
箇
巻
」
が
「
五
十
巻
」
と
あ
る
）
と
言
っ
て
い
る
の
か
ら
見
て
、
原
初
は
巻
子
本
で
あ
っ
た
こ
と
が
知

れ
る
が
、
伝
写
の
過
程
で
或
い
は
冊
子
に
な
り
、
一
つ
一
つ
の
作
品
と
し
て
切
り
離
さ
れ
て
い
く
時
に
、
駿
文
が
そ
れ
ぞ
れ
の
末
尾
に
添
え
ら
れ
た
と
も
考
え

ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
臆
測
の
当
否
如
何
を
問
わ
ず
、
内
閣
本
に
政
文
が
添
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
時
点
で
既
に
三
作
品
が
成
立
し
た
こ
と
を
示
し
て
お

り
、
国
会
本
な
ど
の
増
補
が
行
わ
れ
た
と
す
れ
ば
、
更
に
そ
れ
以
降
の
こ
と
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

国
会
本
の
巻
末
に
は
「
カ
ラ
ク
ニ
ヤ
」
の
光
行
の
歌
の
下
に
「
治
部
卿
定
家
」
の
文
字
が
見
え
る
。
こ
れ
は
、
野
村
、
川
瀬
両
氏
が
述
べ
て
お
ら
れ
る
よ
う

に
、
こ
の
祖
本
の
伝
来
が
定
家
を
経
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
定
家
が
治
部
卿
で
あ
っ
た
の
は
、
公
卿
補
任
に
よ
る
と
建
保
五
・
六
年
（
一
二
一
七
・

八
）
で
あ
り
、
蒙
求
和
歌
の
完
成
し
た
元
久
元
年
か
ら
数
え
て
、
十
三
・
四
年
後
の
こ
と
に
な
る
。
国
会
本
の
筆
写
時
期
を
川
瀬
氏
は
こ
の
す
ぐ
あ
と
と
見
ら

円
。

月d

れ
て
い
る
が
、
仮
に
そ
う
で
あ
っ
て
も
、
前
述
の
よ
う
に
、
こ
の
本
に
は
、
脱
文
や
街
字
、
誤
写
な
ど
を
比
較
的
多
く
見
る
の
で
、
既
に
転
写
の
度
数
が
重
ね

ら
れ
た
も
の
、
そ
し
て
そ
の
過
程
で
、
時
に
増
補
や
改
鼠
が
加
え
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
事
は
、
こ
の
書
が
成
立
当
初
か
ら
頻
繁
に
読
ま
れ
た
こ
と

を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。

蒙
求
和
歌
の
諸
伝
本
の
中
に
は
、
内
閣
文
庫
蔵
乙
本
の
よ
う
に
、
標
題
と
歌
だ
け
で
本
文
（
注
）
を
欠
く
場
合
が
あ
り
、
百
詠
和
歌
に
も
こ
れ
と
同
形
式
の

伝
本
が
あ
る
。
蒙
求
和
歌
で
は
七
巻
残
欠
本
で
、
そ
れ
が
、
二
類
系
第
二
種
本
の
特
徴
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
か
ら
の
後
人
の
抜
書
本
で
あ
る
こ
と

は
確
か
で
あ
る
。

蒙
求
和
歌
諸
伝
本
を
三
群
に
分
け
、
主
に
成
立
に
か
ら
ま
る
相
互
関
係
を
吟
味
し
て
き
た
が
、結
局
の
と
こ
ろ
、
は
っ
き
り
し
た
結
論
が
出
な
い
。
そ
れ

は
、
現
存
本
が
、
既
に
伝
写
の
過
程
で
変
改
を
生
じ
て
い
る
こ
と
も
伴
っ
て
理
由
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
私
が
川
瀬
氏
の
よ
う
に
、
第
一
類
を
初
稿
本
、
第

ニ
類
を
精
撰
本
、
と
呼
ぶ
こ
と
に
い
さ
さ
か
の
鴎
踏
を
持
っ
て
い
る
の
は
、
増
補
改
訂
を
著
者
光
行
自
身
が
行
っ
た
と
す
る
に
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ

う
な
幾
つ
か
の
不
審
が
残
る
か
ら
で
あ
る
。
国
会
本
の
序
文
は
三
部
作
が
分
離
単
行
す
る
と
き
に
書
か
れ
た
と
す
る
の
も
な
か
な
か
考
え
に
く
い
こ
と
で
あ
る



し
、
国
会
本
の
諸
歌
に
漢
文
的
な
生
硬
な
言
い
ま
わ
し
が
多
く
残
っ
て
い
る
の
に
、
内
閣
本
の
方
が
比
較
的
表
現
に
わ
ぷ
恥
が
あ
る
よ
う
に
感
ぜ
ら
れ
る
の
も

無
視
し
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

国
会
本
の
原
型
は
内
閣
本
に
近
く
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
れ
を
飛

び
越
し
て
、
更
に
そ
の
前
の
形
態
と
な
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
原
中
最
秘
抄
で
は
「
蒙
求
注
断
行
」
と
し
て
こ
の
書
が
引
用
さ
れ
て
い
た
の
が
、
河
海
抄
で

は
、
た
だ
蒙
求
と
し
て
一
節
を
引
用
し
て
い
る
。
光
行
は
、
蒙
求
の
注
を
和
文
の
物
語
に
翻
訳
す
る
の
に
相
当
意
を
用
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
享
受
の
側
か
ら

国
会
本
の
増
補
が
も
し
後
人
に
係
わ
る
と
仮
定
す
る
と
、

見
る
と
、
蒙
求
の
注
の
一
種
と
し
て
し
か
見
な
い
で
、
光
行
の
面
目
は
、
和
歌
の
方
に
こ
そ
生
き
る
、
と
い
う
傾
向
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
す
る
と
、

後
人
が
そ
の
注
に
手
を
加
え
る
こ
と
は
一
層
許
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
歌
の
変
改
を
含
め
て
、
一
、
二
類
本
の
相
互
関
係
は
現
存
形
態
で
見
る
限
り

そ
れ
ぞ
れ
の
原
型
が
か
な
り
そ
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
た
だ
両
者
を
比
較
し
た
だ
け
で
簡
単
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
は
一
筋
に
説
明
が
つ
か
な
い
の
か
も
知
れ
な

し、
。

千
字
文
、
蒙
求
、
百
詠
、
和
漢
朗
詠
集
が
幼
学
の
「
四
部
の
書
」
と
し
て
重
ん
じ
ら
れ
、
白
氏
文
集
が
人
口
に
贈
突
し
た
こ
と
か
ら
考
え
て
、
千
字
文
は
そ

の
内
容
が
和
訳
に
困
難
で
あ
る
か
ら
、
光
行
は
あ
と
の
す
べ
て
を
和
歌
に
詠
ん
だ
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
供
し
た
新
楽
府
和
歌
は
細
く
は
論
ず
べ
く
も
な
い

が
、
百
詠
和
歌
の
成
立
や
伝
本
に
就
い
て
述
べ
る
次
の
機
会
に
、
光
行
の
一
連
の
著
作
を
中
心
に
、
当
時
の
学
問
の
系
譜
や
思
潮
に
就
い
て
、
慎
重
に
考
え
直
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し
た
い
と
思
う
も
の
で
あ
る
。

註
－

註
2

註
3

註
4

註
5

註
6

「
平
安
朝
日
本
漢
文
学
史
の
研
究
」
所
収
、
「
源
光
行
の
蒙
求
、
百
詠
、
楽
府
和
歌
」
昭
和
四
十
二
年

「
桝
鎌
倉
時
代
文
学
新
論
」
所
収
「
説
話
文
学
其
の
一
二
翻
訳
文
学
）
」
大
正
十
五
年

「
日
本
書
誌
学
之
研
究
」
所
収
「
唐
物
語
と
蒙
求
和
歌
」
昭
和
十
八
年

「
蒙
求
和
歌
諸
伝
本
考
」
鶴
見
女
子
大
学
紀
要
第
六
号
（
昭
和
四
十
三
年
十
二
月
）

「
唐
物
語
と
蒙
求l

蒙
求
和
歌
と
の
関
連
に
於
て
｜
」
鶴
見
女
子
大
学
紀
要
第
五
号
（
昭
和
四
十
三
年
三
月
）

「
古
蒙
求
探
求
ノ
l

ト
」
滋
賀
大
学
学
芸
学
部
紀
要
第
八
号
（
昭
和
三
十
三
年
）
。
な
お
早
川
光
三
郎
氏
に
は
、
そ
の
後
も
同
紀
要
に
「
蒙
求
の
影
響

ノ

l

ト
」
（
第
十
三
号
）
、
「
蒙
求
の
影
響
ノ
l

ト
（
続
）
」
（
第
十
三
号
）
、
「
蒙
求
諸
本
考
（
そ
の
一
）
」
（
第
十
六
号
）
、
「
蒙
求
諸
本
考
（
其
の
二
）
」



註
7

註
8

註
9

•tnU 岳
山
民
咽i

L
ド
」
噌E
A

圭
凪
唱
i

ト
ト
』n
L

－r
匠
t
i

（
第
十
七
号
）
な
ど
が
あ
る
。

長
承
本
原
本
は
未
見
。
築
島
裕
氏
が
影
印
に
近
い
形
で
翻
印
さ
れ
た
「
長
承
本
蒙
求
字
音
点
」
訓
点
語
と
訓
点
資
料
・
第
十
号
に
よ
る
。

註
4

に
同
じ

註
5

に
同
じ

「
源
氏
物
語
の
研
究
」
所
収
「
蒙
求
和
歌
と
紫
明
抄
｜
光
行
の
方
法
と
素
寂
の
方
法
」
昭
和
四
十
二
年

註
2

に
同
じ

「
漢
故
事
和
歌
集
の
成
立
に
就
い
て
・
附
伝
本
解
説
並
び
に
校
合
翻
印
」
鶴
見
女
子
大
学
紀
要
第
二
号
（
昭
和
三
十
九
年
十
二
月
）

付
言
・
本
稿
を
草
す
る
に
当
っ
て
、
蒙
求
和
歌
を
始
め
と
す
る
伝
本
を
所
蔵
さ
れ
る
諸
文
庫
、
図
書
館
の
方
々
か
ら
貴
重
な
図
書
を
快
く
閲
覧
さ
せ

て
頂
い
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
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